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は

じ

め

に

温
暖
多
雨
の
日
本
と
は
異
な
り
、
乾
燥
の
激
し
い
中
国
大
陸
、
特
に
華
北
地
方
は
、

一
般
に
森
林

の
再
生
が
困
難

で
あ
る
。
黄
河
や
太
行

山
脈

か
ら
東
流
す
る
諸
河
川
の
堆
積
作
用
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
直
隷

(現
河
北
)
省
中
南
部

・
河
南
省
北
東
部

・
山
東
省
北
西
部
に
ま
た

が
る
沖
積
平
野
に
は
、
も
と
も
と
欝
蒼
と
し
た
密
林
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
早
い
段
階
で
人
間
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ

る

。
太
行
山
脈
以
西
や
山
東
半
島
に
は
確
実
に
存
在
し
た
は
ず
の
森
林
も
、
長
期
に
わ
た
る
収
奪
で
次
第
に
痩
せ
細
り
、
近
現
代
に

至
る
ま
で
に
大
部
分
が
禿
げ
山
と
化
し
て
し
ま

っ
た
。
ま
た
収
奪
の

一
時
停
止
や
植
林
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か

っ
た
。

森
林
破
壊

の
主
た
る
原
因
は
、
耕
地
の
開
墾
と
木
材
の
採
取
で
あ
る
。
昔
も
今
も
、
森
林
を
大
規
模
に
消
滅
さ
せ
る
の
は
前
者
で
あ
る
。

た
だ
、
開
墾
と
は
人
間
に
よ
る
意
図
的

・
計
画
的
な
土
地
利
用
で
あ
り
、
森
林
を
田
畑
に
変
え
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
禿
げ
山
に
変
え
る
こ

と
は
あ
ま
り
な

い
。
け
だ
し
人
間
は
苦
労
し
て
拓
い
た
耕
地
を
維
持
管
理
す
る
、

つ
ま
り
肥
料
な
ど
を
追
加
投
入
し
て
地
力
維
持
を
図
り
、

ま
た
土
壌
流
出
を
予
防
す
る
か
ら
で
あ
る
。
禿
げ
山
と
い
う
利
用
不
能
な
荒
蕪
地
を
造
り
出
す
の
は
前
者
で
は
な
く
後
者

で
あ
る
。

後
者
す
な
わ
ち
木
材
採
取
は
、
大
別
し
て
建
築

・
造
船

・
製
棺

・
土
木
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
用
材
伐
採
と
燃
料
用

の
薪
炭
材
採
取
に
区
分

さ
れ

る
。
用
材
に
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
特
定

の
樹
種
が
選
好
さ
れ
、
ま
た
宮
殿
の
造
営
な
ど
国
家
権
力
の
手
に
よ
り
美
林
が
集
中
的
に
伐

採
さ
れ
る
場
合
が
多

い
の
で
、
用
材
伐
採
こ
そ
が
森
林
破
壊
の
元
凶
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
よ
う
な
採
取
法
は
天
然
林
の

山

本

進

清

・
民

国

期

華

北

東

部

の

燃

料

問

題



も
つ
優
れ
た
自
然
景
観
を
破
壊
し
、
森
林

の
質
を
低
下
さ
せ
は
す
る
。
だ
が
乾
燥
度

の
極
め
て
高
い
地
域
を
除
き
、

用
材
伐
採
で

一
気
に
禿

げ
山
と
な
る
こ
と
は
あ
ま
り
起
き
な
い
。
大
径
木
が
伐
採
さ
れ
る
こ
と
で
林
床
に
光
が
入
り
、
広
葉
樹
な
ど
が
新
た
に
生
長
す
る
結
果
、
日

本
で
広
く
見
ら
れ
る
開
放
的
な

「里
山
」
が
形
成
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

木
材
採
取
が
森
林
に
破
壊
的
影
響
を
も
た
ら
す
の
は
、
燃
料
用
薪
炭
材
の
恒
常
的
収
奪
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、

中
国
は
古
代
よ
り
製
鉄

が
盛

ん
で
、
大
量
の
木
炭
が
熱
源
や
還
元
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
製
塩
に
も
膨
大
な

木
炭
が
使
わ
れ
て
い
た

で
あ

ろ
う
。

一
方
、
個
人
消
費
の
側
面
か
ら
見
る
と
、
炊
事
や
暖
房
の
熱
源
と
し
て
、
あ
る
い
は
耕
地
に
施
す
肥
料

と
し
て
、
相
当
量
の
木

炭

・
柴
薪

・
枯
葉

・
雑
草
が
集
落
近
郊

の
山
林
か
ら
持
ち
出
さ
れ
、
森
林
を
痩
せ
細
ら
せ
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
、
概
ね
宋
代
頃
に
は
、
華

北
の
山
地
は
大
部
分
が
禿
げ
山
に
な

っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

木
炭
や
柴
薪
に
替
わ
り
、
新
た
な
燃
料
と
し
て
登
場
し
た
の
は
石
炭
で
あ

っ
た
。
宮
崎
市
定
は
荘
緯
の

『難
肋
編
』
巻
中
に
見
ら
れ
る
、

「昔
は
t
都
の
数
百
万
家
、
尽
く
石
炭
に
仰
ぎ
、

一
家
と
し
て
薪
を
燃
す
者
な
し
」
と
い
う
記
述
な
ど
に
基
づ
き
、

「
こ
れ
を
綜
ず
る
に
、

宋
代

に
あ

っ
て
は
石
炭
は
主
と
し
て
華
北
に
お
い
て
到
る
処
に
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
」
と
論
じ
る

。
但
し
、
宮
崎
は
北
宋
時
代
よ
り

石
炭

の
利
用
が
華
北
で
普
及
し
た
と
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
石
炭
が
植
物
由
来

の
燃
料
を
凌
駕

し
た
と
ま
で
は
言

い
切

っ
て
い
な
い
。
宮

崎

の
引
く
史
料
を
見
て
も
、
確
か
に
荘
緯
は

『
難
肋
編
』
の
中
で
、
北
宋
時
代

の
首
都
開
封
で
は
石
炭
が
薪
を
駆
逐
し
て
い
た
と
明
言
し
て

い
る
が
、
開
封
は
周
囲
に
薪
炭
林
を
持
た
ず
、
燃
料

の
大
部
分
を
西
方

(宮
崎
は
黄
河
を
遡
上
し
た
太
行
山
脈
南
麓
辺
り
を
想
定
し
て
い
る
)

か
ら

の
石
炭
移
入
に
依
存
し
て
い
た
巨
大
消
費
都
市
で
あ
り
、
開
封
の
事
情
を
華
北
全
域
に
敷
街
す
る
こ
と
は
危
険

で
あ
る
。

一
方
、
宮
嵜
洋

一
は
清
代
乾
隆
期
の
炭
鉱
業
に

つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
湖
南
巡
撫
高
其
悼

の
奏
摺
な
ど
を

手
掛
か
り
に
、
「清
代

に
至
る
ま
で
に
石
炭
は
薪
炭
な
ど
の
代
替
燃
料
と
し
て
の
評
価
が
高
ま

っ
て
い
た
」
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た

と
捉
え
、
「し
か
し
こ

れ

(陶
磁
器
業
や
製
鉄
業

引
用
者
)
に
供
す
る
た
め
の
木
材
燃
料
は
不
足
が
ち
で
あ

っ
た
。
更
に
十
八
世
紀
以
後
、
中
国
人
口
は
二
億

か
ら
四
億

へ
と
急
激
に
増
加
し
て
い
く
。
こ
の
増
加
は
中
国
全
土
に
共
通

し
て
生
じ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
森
林
資
源
に
乏
し
か

っ
た

華
北

に
あ

っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
現
象
の
背
後
に
、
木
材
に
代
わ
る
燃
料
資
源
と
し
て
の
石
炭

の
存
在
が
あ

っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
」
と
推



宋
代
以
降
石
炭

の
利
用
が
進
ん
だ
と
は
言
え
、
木
炭

の
地
位
は
簡
単
に
は
揺
る
が
な
か
っ
た
。
木
炭
は
ふ
い
ご
で
空
気
を
過
給
し
な

い
限

り
、

石
炭
よ
り
燃
焼
温
度
が
低
く
な
る
が
、
取
扱

い
が
容
易
で
あ
り
、
か

つ
輸
送
に
も
適
し
て
い
る
。
木
炭
に
と

っ
て
最
大
の
脅
威
は
、
炭

山
と
な
る
森
林
の
減
少
で
あ

っ
た
。
宮
嵜
も
例
に
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、
明
清
時
代
の
資
料
に
は
、
炭
山
の
略
奪
的
利
用
に
よ
り
森
林
資
源

が
急
速
に
枯
渇
し
、
代
替
燃
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
状
況
に
関
す
る
記
述
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
華
北
東
部
で
森
林
が
ま
と

ま

っ
て
存
在
す
る
の
は
直
隷
省
西
部
か
ら
河
南
省
黄
河
以
北
に
連
な
る
太
行
山
脈
東
南
麓
、
黄
河
を
挟
ん
で
そ
の
南

側
に
位
置
す
る
河
南
省

西
部
、
そ
し
て
山
東
半
島
で
あ
る
。
本
章
で
は
地
方
志
を
素
材
と
し
て
、
当
該
三
地
域
に
お
け
る
森
林
の
破
壊
状
況
を
検
証
す
る
。
な
お
、

一

森

林

破

壊

の

進

行

測
す
る
(3)。

石
炭
の
利
用
に
つ
い
て
、
宮
崎
市
定
は
こ
れ
に
よ
り
中
国
で
燃
料
革
命
が
起
こ
り
、
生
産
活
動
が
刺
激
さ
れ
て
宋
代
の
新
文
化
が
花
開
い

た
と
、
極
め
て
積
極
的
に
評
価
す
る
の
に
対
し
、
宮
嵜
洋

一
は
森
林
資
源
の
枯
渇
に
よ
り
代
替
燃
料
と
し
て
石
炭
を
使
わ
ざ
る
を
得
な

い
状

況
が
発
生
し
た
と
、
や
や
消
極
的
に
捉
え
て
い
る
。
た
だ
、
両
者
と
も
華
北
の
燃
料
源
が
薪
炭
か
ら
石
炭

へ
移
行
し
た
と
い
う
基
本
認
識
は

共
有

し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
果
た
し
て
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

華
北
地
方
は
森
林
の
持
続
的
利
用
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
石
炭
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
、
薪
炭
か
ら
石
炭

へ
と
い
う
図
式
は
想
定
し

易

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
宮
嵜
も
認
め
る
よ
う
に
、
土
法
炭
鉱
は
湧
水
対
策
が
幼
稚
で
あ
る
た
め
、
多
雨
期
の
採
炭

や
深
層
部

へ
の
掘
進
は

困
難

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
石
炭
は
典
型
的
な
嵩
高
商
品

(重
量
や
容
積
当
た
り
の
価
格
が
相
対
的
に
安
い
商
品
)
で
あ
り
、
輸
送
費
が
か
さ

む
の
で
、
穀
物
や
棉
製
品
の
よ
う
に
遠
隔
地

へ
販
売
す
る
こ
と
は
極
め
て
不
利
で
あ

っ
た
。
従

っ
て
当
時
の
炭
価
は
産
炭
地
を
除
き
相
当
高

か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
で
は
、
庶
民
は
炊
事
や
暖
房
に
何
を
燃
料
と
し
て
使

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
農
民
が
最
も
入
手
し
易

い
作
物
の
ワ
ラ
に
注
目
し
、
清
代
か
ら
民
国
に
か
け
て
の
華
北
東
部
に
お
け
る
燃
料
問
題
に

つ
い
て
再
検
討
す
る
も

の
で
あ
る
。



最
初
に
太
行
山
脈
東
南
麓
の
状
況
か
ら
観
察
し
よ
う
。
代
表
例
と
し
て
河
南
省
彰
徳
府
西
部
に
位
置
す
る
林
県
を
採
り
上
げ
る
。
乾
隆

『
林

県
志

』
巻
五
、
風
土
、
汲
嚢
に
よ
る
と
、
「県
属
は
地
山
林
に
処
す
と
錐
も
、
薪
樵
易
か
ら
ず
。
凡
そ
供
塁
の
需
は
、

其
の
別
四
有
り
」
と

あ
り
、
山
か
ら
薪
炭
を
採
取
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
各
種
の
燃
料
を
使
用
し
て
い
る
と
前
置
き
し
た
上
で
、
煤

.
柴

.
炭
三
種
類
の
燃

料
に

つ
い
て
解
説
す
る
。
残
る

一
種
は
当
該
記
述
部
分
が
不
鮮
明
で
判
読
で
き
な
い
が
、
そ
の
直
後
に
豆
楷

・
麦
稜
楷

.
芝
蕨
楷

.
蕎
麦
楷

な
ど

の
文
字
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
類
推
す
る
と
、
恐
ら
く
楷
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
炭

(木
炭
)
に
つ
い
て
。
県
志
に
は
、

ウこ

つ
ウニ

つ

樹
枝
を
焼
き
て
条
炭
と
為
し
、
木
根
を
焼
き
て
瘡
瘤
炭
と
為
す
。
柴
を
打
ち
て
炭
を
焼
く
は
、
皆
西
山
の
貧
民
な
り
。
西
郷
は
土
薄
く

山
大
な
り
。
故
に
其
の
民
は
採
樵
を
以
て
生
計
と
為
せ
り
。
秋
冬
に
至
る
毎
に
、
黒
夜
西
山
の
上
を
遠
望
す
れ
ば
、
火
光
焚
焚
た
り
。

閃
動
の
忽
ち
上
り
忽
ち
下
る
者
は
、
樵
夫
の
山
を
焼
き
て
路
を
開
き
た
る
也
。
山
間
に
煙
飯
の
上
出
す
る
を
見
る
者
は
、
山
民
の
窯
を

掘
り
て
炭
を
焼
け
る
也
。
聞
く
な
ら
く
、
昔
年
県
属
は
山
木
叢
密
し
、
材
を
取
る
こ
と
甚
だ
易
き
も
、
生
聚
日
び
繁
く
、
薪
留
日
び
広

つ
る

つ
る

ま
り
、
今
や
外
山
は
濯
濯
と
し
て
、
屋
材
は
騰
貴
し
、
而
し
て
山
獣
も
亦
遠
跡
深
遁
せ
り
と
。

と
あ

り
、
か
つ
て
は
木
材
の
採
取
が
容
易
で
あ

っ
た
が
、
県
志
編
纂
時
点
で
は
県
西
部
の
太
行
山
脈
の
稜
線
付
近
ま

で
禿
げ
山
化
が
進
ん
で

良
質

の
用
材
が
採
れ
な
く
な
り
、
貧
民
が
小
枝
や
木
の
根
を
焼
く
ま
で
に
至

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
書
、
器
室
の
項
に
も
、
「南

方

の
屋
材
は
諸
を
杉
に
取
り
、
北
方

の
屋
材
は
諸
を
楊
に
取
る
。
県
属
は
杉
を
得
可
か
ら
ず
、
楊
も
亦
有
る
こ
と
牢
な
り
。
山
林
に
在
り
と

錐
も
、
選
材
易
か
ら
ず
」
と
あ
り
、
建
築
用
材
と
し
て
利
用
可
能
な
ヤ
ナ
ギ
の
大
径
木
は
当
時
既
に
ほ
と
ん
ど
伐
り
尽
く
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る

。
こ
の
よ
う
な
用
材
の
採
れ
な
く
な

っ
た
荒
れ
山
で
貧
民
が
略
奪
的
炭
焼
き
を
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
こ
は
彼

(1
)
太
行
山
脈
東
南
麓

本
稿

で
引
用
し
た
史
料
中
の
大
括
弧
は
、
引
用
者
に
よ
る
誤
字
の
訂
正
で
あ
る
。



ら
の
所
有
地
で
は
な
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
中
国
に
は
日
本

の
入
会
権

の
よ
う
な
村
落
土
ハ同
体
に
よ
る
集
団
的
土
地
利
用
権
が
存
在
せ
ず
、
国
家
に
よ
る
封
禁
が
な

さ
れ

て
い
な
い
公
有
の
山
は
、
何
人
で
も
利
用
が
可
能
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば

『清
韓
両
国
森
林
視
察
復
命
書
』

(農
商
務
省
山
林
局
、

一

九
〇
三
年
)
は
、
中
国

「南
方
」
す
な
わ
ち

「満
洲
」
を
除
い
た
本
土
の
山
林
に

つ
い
て
、

山
地

ハ
公
山
私
山
ノ
区
別
ア
リ
。
公
山

ハ
政
府
ノ
所
有
地

ニ
シ
テ
、
殆
ン
ト

↓
ノ
樹
木
ヲ
生
セ
サ

ル
草
山
ナ
リ
。
而
テ
私
山

ハ
林
相
地

ア
リ
草
生
地
ア
リ
テ

一
様
ナ
ラ
サ
ル
モ
、
其
林
相
地

ハ
即
材
木
ノ
産
地
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

(四
五
頁
)
。

と
述

べ
て
お
り
、
ま
た

『
支
那
経
済
全
書
』
第

一
〇
輯

(東
亜
同
文
会
、

一
九
〇
八
年
)
の
木
材
の
項
に
も
、

其
林
野

二
公
有
私
有
ノ
別
ヲ
設
ケ
ア
ル
ハ
事
実
ナ
リ
。
即
チ
南
清
湖
北
地
方

二
就
キ
実
地
視
察
セ
ル
所

二
拠
レ
バ
、
概
シ
テ
農
家
接
近

ノ
山
野

二
一
小
区
域
ヲ
ナ
セ
ル
樹
林
地
処
々
二
散
在
ス
レ
ド
モ
、
人
々
之
ガ
保
護
ヲ
加

ヘ
タ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
而

シ
テ
此
等

ハ
総
テ
私
有

物

二
属
ス
ル
納
租
地
タ
リ
。
又
面
積
広
大

ニ
シ
テ
綾
小
ノ
樹
木
点
在
シ
、
山
腹

二
出
入
セ
ル
焼
畑
等
ヲ
有

シ
、
且
ツ
地
被
剥
脱
シ
、
山

骨
露
出
ス
ル
草
生
地

ハ
、
概
ネ
公
有
ノ
毛
税
地
ト
ナ
ス

(二
頁
)
。

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
東
三
省
を
除
く
中
国
本
土
で
は
、
利
用
価
値
が
あ
り
租
税
が
課
せ
ら
れ
た

一
部

の
私
有

地

(私
山
)
を
除
き
、

大
部

分
の
山
は
放
置
さ
れ
た
国
有
地

(公
山
)
で
あ

っ
た
。
林
県
で
は
、
公
山
の
多
く
は
貧
民
に
よ
る
燃
料
や
肥
料

の
採
取
を
目
的
と
し
た

収
奪

を
絶
え
ず
蒙

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
行
為
は
結
果
的
に
彼
ら
自
身

の
首
を
絞
め
る
こ
と
に
な
る
。

さ

次

に
柴

(薪
)
に

つ
い
て
。
県
志
に
は

「大
木
を
辟
刀き
て
片
柴
と
為
し
、
樹
梢
を
摘
み
て
乾
柴
と
為
す
」
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
文

字
通
り
根

こ
そ
ぎ
採
取
し
、
禿
げ
山
化
が
進
行
す
る
公
有
地
で
の
炭
焼
き
の
記
述
と
矛
盾
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
恐
ら
く
計
画
的
営

林
を
行

っ
て
い
る
私
有
地

(民
有
林
)
で
の
柴
薪
採
取
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「大
木
を
壁
」
き

「樹
梢
を
摘
」
む
と
い
う
の
は
、
枝

打
ち

の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
前
出

『
清
韓
両
国
森
林
視
察
復
命
書
』
に
、

即
チ
到
ル
処
ノ
山
岳
、
草
生

二
非
サ
レ
ハ
禿
山

ニ
シ
テ
、
稚
松
類
ノ
生
ス
ル
モ
ノ
尚
ホ
稀
レ
ナ
ル
ノ
有
様
ナ
レ

ハ
、
蔚
葱
タ
ル
樹
林
ノ

如
キ

ハ
容
易

二
見
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
現

二
北
清
地
方
ノ
如
キ
、
其
樹
木

ハ
却
テ
平
原
広
野
ノ
内

二
点

々
散
在

ス
ル
墳
墓
ノ
周
囲

二
叢
生
ス



ル
カ
、
寺
院
ノ
周
辺

二
於
テ
小
許
ノ
蒼
翠
ヲ
見
ル
ノ
ミ

(三
三
頁
)。

と
見
え
る
よ
う
に
、
華
北
に
お
い
て
部
分
的
に
で
あ
れ
樹
木
が
残

っ
て
い
る
の
は
、
山
よ
り
も
む
し
ろ
平
地
の
墳
墓
や
寺
院
な
ど
で
あ

っ
た
。

炭
や
柴
に
代
わ

っ
て
炊
事
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
が
煤

(石
炭
)
で
あ
り
、
四
種
類
の
燃
料
の
筆
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し

境
内
惟
東
郷
の
み
煤
窯
有
り
。
止
だ
近
用
に
供
す
る
の
み
。
南
郷
煤
無
し
。
汲
県
よ
り
資
す
。
西
郷
煤
無
し
。
山
西
よ
り
資
す
。
北
郷

煤
無
し
。
安
陽
よ
り
資
す
。

と
あ

る
よ
う
に
、
石
炭
が
採
れ
る
の
は
県
東
部
だ
け
で
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
汲
県

・
山
西
省
方
面

・
安
陽
県
な
ど
よ
り
石
炭
を
移
入
し
て

い
た
。

最
後
の
楷

(ワ
ラ
)
に

つ
い
て
は
、
文
字
が
不
鮮
明
で
、
詳
細
な
利
用
法
は
判
ら
な
い
。
し
か
し
、
民
国

『
林
県
志
』
巻

一
〇
、
風
土
、

俗
習
、
衣
食
住
用
に
よ
る
と
、

燃
料
。
煤
を
以
て
大
宗
と
為
す
。
県
の
東
北
境
、
煤
窯
多
し
。
南
郷

一
帯
、
煤
よ
り
距
た
る
こ
と
漸
く
遠
く
、
或
い
は
之
を
山
西
よ
り

買
い
、
或

い
は
之
を
湯
陰
よ
り
買
う
。
煤
の
外
、
農
家

の
各
種
の
禾
稽
、
半
ば
薪
材
に
供
せ
り
。
山
中
木
を
伐
り
て
薪
と
為
し
、
亦
市

に
売
る
。
此

の
外
貧
民
老
弱
、
経
年
樵
採
し
た
れ
ば
、
則
ち
草
毛
を
割
き
、
草
根
を
掘
り
、
落
葉
を
掃
く
而
已
。

と
あ

る
よ
う
に
、
石
炭
に
次
ぐ
燃
料
と
し
て
農
業
の
副
産
物
で
あ
る
ワ
ラ
が
重
宝
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ラ
の
利
用
は
乾
隆
期
に
も
見
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
。
主
た
る
燃
料
は
相
変
わ
ら
ず
石
炭
で
あ
る
が
、
薪
炭
林

(恐
ら
く
私
有
地
で
あ
ろ
う
)
も
部
分
的
に
残

っ
て
お
り
、
更
に
貧
民
に

よ
る
公
有
地
で
の
採
取
活
動
も
細
々
と
続
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
長
年
に
渉
り
略
奪
的
採
取
を
続
け

て
き
た
た
め
、
彼
ら
が

採
れ

る
物
は
も
は
や
雑
草
や
落
ち
葉
に
限
ら
れ
て
い
た
。

燃
料
不
足
に
あ
え
い
で
い
た
の
は
林
県
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
林
県
の
北
隣
の
渉
県
で
も
、
嘉
慶

『渉
県
志
』
巻

一
、
彊
域
、
物
産
に
、

況
や
岡
轡
重
復
す
れ
ど
、
悉
く
碗
嘉
乱
石
な
れ
ば
、
木
植
山豆
に
能
く
根
深
く
蔭
茂
せ
ん
。
煤
炭
は
皆
外
自
り
至

る
。
居
民
首
ず
水
に
乏

し
き
に
苦
し
み
、
次
に
薪
に
乏
し
き
に
苦
し
む
。



と
あ

り
、
薪
炭
資
源
の
乏
し
さ
は
林
県
よ
り
深
刻
で
あ

っ
た
。
山
が
ご
ろ
た
石
だ
ら
け
に
な

っ
た
の
は
、
乱
伐
に
よ
り
表
土
が
流
出
し
た
可

能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
渉
県
で
は
燃
料
を
石
炭

の
移
入
に
依
存
し
て
い
た
。
ま
た
、
康
煕

『
渉
県
志
』
巻

一
、
彊
域

、
物
産
に
、

且
つ
山
豚
は
煤
炭
を
産
せ
ず
。
毎
に
井
数
十
丈
を
穿

つ
も
、
成
功
せ
る
者
無
し
。

と
あ

る
よ
う
に

、
石
炭
採
掘
の
試
み
も
清
初
よ
り
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
成
功
に
は
至
ら
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

太
行
山
脈
を
挟
ん
だ
西
側
に
位
置
す
る
山
西
省
瀦
安
府
で
も
事
情
は
同
じ
で
あ

っ
た
。
乾
隆

『
潴
安
府
志
』
巻
八
、
風
俗
、
物
産
、
木
属

に
よ

る
と
、

府
の
旧
志
。
昔
曹
魏
が
鄭
宮
を
建

つ
る
に
、
上
党
山
の
材
木
を
伐
れ
り
。
故
に
其

の
規
制
極
め
て
盛
ん
な
り
。
後
歴
代
研
伐
し
、
加
う

は
げ

る

に
樵

牧

日

び

煩

し

き

を

以

て
、

深

山

絶

鳳

と

錐

も

、

皆

濯

濯

た

り

。

称

す

る
所

の
木

の
属

は

、

惟

楊

・
椀

・
楡

・
柳

の
み

に

し

て

、

の
み

し
ま

人
煙
頗
る
盛
ん
な
り
。
余
は
盆
中
の
景
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
神
棲
の
禁
物
耳
。
今
盆
中
の
景
と
神
棲

の
禁
物
を
井
せ
、
漸
く
凋
め
り
矣
。

と
あ
り
、
長
年
に
渉
る
森
林
伐
採
の
結
果
、

一
八
世
紀
に
は
最
後
に
残
さ
れ
た
盆
栽
状
の
小
規
模
林

(
こ
れ
も
墳
墓
な
ど
の
私
有
地
と
思
わ

れ
る
)
や
聖
山
の
伐
採
禁
止
林
さ
え
縮
小
傾
向
に
あ

っ
た
。
瀦
安
府

一
帯
で
は
石
炭
を
産
出
す
る
が
、
た
と
え
ば
北
隣

の
沁
州
直
隷
州
で
は
、

乾
隆

『
武
郷
県
志
』
巻
二
、
風
俗
、
商
に
、

き

本
籍
の
挑
販
、
柴
を
歌
り
炭
を
売
り
、
布
を
抱
え
糸
を
貿
う
に
過
ぎ
ざ
る
而
已
。

と
あ
る
よ
う
に
、
零
細
戸
に
よ
る
薪
炭
の
収
奪
は
止
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

森
林
資
源
の
減
少
は
木
炭
価
格

の
高
騰
を
招
き
、
こ
れ
が
木
炭
生
産
を
加
速
さ
せ
る
と
い
う
悪
循
環
を
生
ん
だ
。

河
南
省
最
南
部
の
光
州

直
隷

州
に
も
若
干
の
森
林
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
乾
隆

『光
山
県
志
』
巻

=
二
、
物
産
に
は
、

木
炭
は
南
境
の
山
中
よ
り
出
す
。
土
人
歳
ご
と
に
薪
を
伐
り
て
炭
と
為
す
。
隣
邑
の
運
取
す
る
こ
と
絡
繹
た
り
。
之
を
用
う
る
こ
と
多

す
く

く
ら

く
、
而
る
に
出
す
者
日
び
塵
な
し
。
故
に
薪
炭
の
値
、
昔
と
視
べ
て
数
倍
た
り
。

と
あ

り
、
ま
た
嘉
慶

『
商
城
県
志
』
巻
二
、
物
産
に
も
、
類
似
の
記
述
が
あ
る
(、)。
武
郷
県
で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
光
州
で
も
農
民
は
現
金

収
入
を
得
る
た
め
山
林
か
ら
の
収
奪
を
却

っ
て
強
め
て
い
る
。
木
炭
が
商
品
化
さ
れ
、
高
価
格
で
移
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、



(
2
)
河
南
省
西
部

森
林
資
源
は
ま
す
ま
す
減
少
し
、
結
果
的
に
地
元
住
民
の
燃
料
費
を
も
高
騰
さ
せ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
前
半
期
の
中
国
で
「鍋

の
下
に
あ
る
も
の
が
し
ば
し
ば
鍋
の
中
味
よ
り
は
価
値
が
あ
る
」
と
い
う
諺
が
採
取
さ
れ
て
い
る
の
も
(,)、
か
か
る
厳
し
い
燃
料
事
情
を
反

映
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

河
南
省
西
部
の
陵
州
直
隷
州

・
河
南
府
南
西
部

・
南
陽
府
北
西
部
は
、
陳
西
省
側
か
ら
秦
嶺
山
脈
が
張
り
出
し
て
お
り
、
二
千
メ
ー
ト
ル

級
の
高
山
が
讐
え
る
華
北
東
部
随

一
の
山
地
で
あ
る
。

こ
の
秦
嶺
山
脈
東
端
と
太
行
山
脈
南
麓
の
問
を
黄
河
が
流
れ

て
い
る
。

こ
の
地
域
の

代
表
例
と
し
て
河
南
府
嵩
県
の
ク
ヌ
ギ
林
を
採
り
上
げ
よ
う
。
嵩
県
は
秦
嶺
山
脈
の
支
脈
で
あ
る
伏
牛
山
と
熊
耳
山

の
間
を
流
れ
る
洛
河
支

流
の
伊
河
中
上
流
に
位
置
し
、
頴
河
水
系
に
属
す
る
汝
河
の
濫
膓
で
も
あ
る
。
乾
隆

『嵩
県
志
』
巻

一
五
、
食
貨
、
櫟

の
項
に
、
次
の
よ
う

な
記
録
が
見
ら
れ
る
。

按
ず
る
に
、
櫟
の
用
広
し
。
予
は
西
南
山
の
合
俗

・
汝
源

・
白
河
に
行
き
し
が
、
合
抱
の
木
、
山
民
版
伐
し
、

澗
谷
の
中
に
腐
欄
せ
し

者
、
彌
望
皆
是
り
。
甚
だ
し
き
は
且
つ
墾
荒
を
急
ぎ
、
灰
を
焚
き
て
糞
に
代
う
。
其
の
故
を
詞
え
ば
、
木
性
堅
実
に
し
て
、
水
に
入
れ

し
ず

お
さ
な

ば
即
ち
況
み
、
遠
貨
し
難
き
に
縁
る
。
然
る
に
治
め
て
材
と
為
し
、
植
え
て
実
を
取
れ
ば
、
均
し
く
民
用
を
益

さ
ん
。
今
其

の
梶

き

ぜ

つ
め

つ

者
は
、
既
に
木
耳
を
採
取
す
る
に
災

い
さ
れ
、
材
と
成
る
者
も
、
又
暴
珍
せ
ら
る
。

嵩
県

は
熊
耳
山
と
伏
牛
山
の
谷
間
を
流
れ
る
伊
河
の
中
流
に
位
置
す
る
が
、
山
民
が
伊
河
上
流
の
県
南
西

一
帯
に
広

が
る
ク
ヌ
ギ
林
を
、

一

抱
え
も
あ
る
大
木
を
含
め
残
ら
ず
伐
採
し
、
伐

っ
た
木
材
は
谷
間
で
腐
ら
せ
る
か
、
焼
い
て
灰
を
肥
料
と
し
て
い
た
。
ク
ヌ
ギ
は
水
に
浮
き

に
く

い
の
で
、
下
流

へ
搬
出
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
山
民
も
耕
地
の
開
墾
を
目
的
と
し
て
伐
採
し
て
い
る

の
で
、
立
木
は
排
除
す

べ
き
障
害
物
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
薪
炭
材
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
す
る
発
想
は
な
か

っ
た
。
ク
ヌ
ギ
を
用
い
た
炭
焼
き
も
行
わ

れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
県
志

の
炭
の
項
に
、

「櫟

の
小
な
る
者
之
を
為
す
。
貧
民
担
負
し
て
食
に
易
う
」
と
あ

る
よ
う
に
、
燃
料
と
し



て
の
利
用
は
小
径
木
に
限
ら
れ
て
い
た
。

開
墾
に
次
ぐ
森
林
破
壊
要
因
と
し
て
無
視
で
き
な
い
の
が
キ
ク
ラ
ゲ
の
採
取
で
あ

っ
た
。
日
本
で
も
ク
ヌ
ギ
は
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
ほ
だ
木

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
嵩
県
で
は
ク
ヌ
ギ
林
を
皆
伐
し
て
キ
ク
ラ
ゲ
を
自
生
さ
せ
て
い
た
。
県
志

の
木
耳
の
項
に
は
、
前
志
を
引
用

し
て
、

よ
じ

の
ぼ

く

ぬ

ぎ

嵩
の
西
南
は
魯
山
に
接
壌
し
、
亦
木
耳
を
産
す
。
初
春
に
巌
を
禁
り
谷
を
防
り
て
、
橡
櫟
を
欣
伐
し
、
墾
中
に
臥
幽
し
た
れ
ば
、
風
雨

も
と

ふ

と

さ

剥
蝕
し
、
途
年
乃
ち

一
生
す
。
嵩
民
利
を
目
前
に
遽
め
、
操
把
を
分
か

つ
無
く
、

一
山
を
尽
く
せ
ば
復
た

一
山
を
伐
る
。
萌
芽
端
き
而

し
て
生
息
益
ま
す
寡
な
し
矣
。

と
あ
り
、
か

つ
て
は
ク
ヌ
ギ
を
伐
採
し
て
谷
間
に
放
置
し
、
キ
ク
ラ
ゲ

の
栽
培
を
行

っ
て
い
た
が
、
そ
の
方
法
は
著
し
く
資
源
浪
費
的
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
炭
焼
き
需
要
の
少
な
い
奥
地
の
県
で
も
、
住
民
に
よ
る
耕
地
の
開
墾
や
茸
類
の
栽
培
に
よ
り
、
森
林
の
破
壊
が
絶
え

間
な

く
進
行
し
て
い
た
。
彼
ら
は
山
民
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
山
と
共
に
生
き
る
思
想
、
言
い
換
え
れ
ば
木
材
や
山

の
幸
を
持
続
的
に
取
得

し
よ
う
と
す
る
智
恵
を
全
く
持

っ
て
い
な
か

っ
た
。

も
う

一
例
紹
介
し
よ
う
。
熊
耳
山
と
そ
の
北
の
靖
山
の
間
を
流
れ
る
洛
河
中
流
に
位
置
す
る
洛
寧
県
も
ま
た
森
林
資
源
が
豊
富
な
土
地
柄

で
あ

っ
た
が
、
薪
炭
の
採
取
に
よ
る
森
林
破
壊
が
進
行
し
て
い
た
。
民
国

『洛
寧
県
志
』
巻
二
、
土
産
に
は
、

(大
木
は
)
村
民
の
斧
斤
、
時
を
以
て
入
り
て
之
を
伐
る
。
縛
り
て
筏
と
為
し
、
春
漂
れ
ば
洛
に
浮
か
べ
而
し

て
下
る
。
郡
城
及
び
傷

ひ
さ

輩
諸
邑
の
営
造
せ
る
者
焉
に
資
せ
り
。
其
の
枝
条
は
、
播
湛
の
用
に
供
し
、
城
市
に
謬
ぎ
て
利
を
獲
た
り
。
承
平
歳
久
し
く
、
生
歯
日

び
繁
く
、
取
用
せ
る
者
宏
け
れ
ば
、
昔
よ
り
大
減
せ
り
。

と
の
記
述
が
あ
る
。
用
材
の
伐
採
に
は

一
応
期
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
薪
炭
用
の
枝
打
ち
は
制
限
が
な
か
っ
た

の
で
、
人
口
の
増
大
に

伴

っ
て
森
林
資
源
が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
河
南
省
西
部
は
秦
嶺
山
脈
東
端
の
峻
険
な
山
岳
地
帯
で
あ

っ
た

こ
と
が
幸

い
し
て
、
豊
か
な
森
林
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
清
代
に
は
厳
し
い
収
奪
を
蒙

っ
て
い
た
。



山
東
省
は
大
運
河
以
西
と
大
清
河

(現
在

の
北
流
黄
河
)
以
北
の
沖
積
平
野
を
除
き
、
省
中
東
部
の
大
部
分
が
山
間
地
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
半
島
先
端
部
の
山
は
な
だ
ら
か
で
あ
る
が
、
半
島
の
付
け
根
部
分
に
は
泰
山
に
代
表
さ
れ
る
比
較
的
高

い
山
が
讐
え
て
い
る
。
本
稿
で

は
便
宜
的
に
付
け
根
部
分
も
併
せ
て
山
東
半
島
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
は
半
島
先
端
部
に
位
置
す
る
登
州
府

を
採
り
上
げ
よ
う
。
同

府
招
遠
県
で
は
、
順
治

『
招
遠
県
志
』
巻
四
、
風
俗
、
採
樵
に
、

邑
は
山
阜
多
し
。
秋
雨
足
れ
ば
則
ち
草
豊
か
な
り
。
冬
春
の
間
、
農
人
之
を
謬
ぎ
て
生
計
と
為
す
。
又
東
北

の
山
は
松
を
植
う
る
こ
と

さ
セ

多
し
。
之
を
松
嵐
と
謂
う
。
材
を
取
り
薪
を
析
く
。
之
を
蓬
黄
と
較
ぶ
れ
ば
、
価
頗
る
賎
し
。

と
あ

り
、
清
初
に
は
農
民
が
山
地
に
植
え
ら
れ
た

マ
ツ
か
ら
柴
薪
を
採
取
し
た
り
、
山
草
を
刈
り
取

っ
た
り
し
て
、
そ
れ
ら
を
都
市
部

へ
販

売
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
価
格
は
蓬
莱
や
黄
県
と
較
べ
て
安
か

っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

「
売

っ
て
も
大
し
た
儲
け

に
は
な
ら
な
か

っ
た
」
程
度
の
意
味
で
あ
り
、
招
遠
県
の
燃
料
価
格
が
低
か

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

蓬
莱
県
に
は
登
州
府
治
が
置
か
れ
て
い
た
。
光
緒

『
増
修
登
州
府
志
』
巻
六
、
風
俗
、
樵
採
に
よ
る
と
、

郡
城
山
有
れ
ど
、
而
る
に
栽
植
無
し
。
数
十
里
の
外
、
始
め
て
草
場
有
り
。
僅
か
に
畜
牧
に
資
す
の
み
。
終
歳

の
柴
薪
、
皆
給
を
外
邑

に
仰
ぐ
。
其

の
余
の
各
属
、
山
は
松
柞
饒
か
な
り
。
之
を
松
嵐
と
謂
う
。
各
お
の
主
者
有
り
。
貧
民
衣
薄
く
、
厳
冬
も
惟
火
坑
を
侍
み
、

も

薪
を
熾
や
し
て
媛
を
取
る
の
み
焉
。

と
あ

り
、
ま
た
順
治

『
登
州
府
志
』
巻
八
、
風
俗
、
採
樵
に
よ
る
と
、

郡
は
山
多
く
し
て
栽
植
無
し
。
秋
月
毎
に
穀
恭

[黍
]
蜀
禾
の
根
及
び
荊
棘
の
類
を
取
る
。
数
十
里
の
外
、
始

め
て
草
場
有
り
。
黄
招

棲
寧
、
松
を
置
く
こ
と
多
し
。
之
を
松
嵐
と
謂
う
。
各
お
の
主
者
有
り
。

と
あ

る
よ
う
に
、
蓬
莱
県
城
周
辺
の
山
は
濯
濯
た
る
禿
げ
山
で
、
内
陸
に
数
十
里
入
る
と
始
め
て
草
の
生
え
た
場
所
が
出
現
す
る
が
、
そ
こ

で
採

れ
る
草
は
家
畜

の
飼
料
に
供
す
る
程
度
で
あ
り
、
燃
料
に
は
ワ
ラ
や
野
草
を
燃
や
し
た
り

(順
治
志
)
、
県
外
よ
り
柴
薪
を
移
入
し
た

(3
)
山
東
半
島



り

(光
緒
志
)
し
て
い
た
。
黄
県

・
招
遠

・
棲
霞

・
寧
海
な
ど
府
属
各
県
に
は
、
清
初
よ
り
松
嵐
と
呼
ば
れ
る
、
手
入
れ
さ
れ
た

マ
ツ
や
ク

ヌ
ギ

の
私
有
林
が
多
数
存
在
し
た
が
、
貧
民
は
柴
薪
を
燃
料
と
す
る
坑

(オ
ン
ド
ル
)
暖
房
で
冬
場
の
寒
さ
を
凌
い
で
い
た
。
府
志
の
記
述

を
信

じ
る
な
ら
、
蓬
莱
県
以
外
の
山
林
は
意
外
に
管
理
が
行
き
届
い
て
お
り
、
貧
民
で
も
柴
薪
を
燃
や
し
て
暖
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
ら
し

い
。

但
し
、
順
治
府
志
、
巻
八
、
物
産
、
木
属
に
は
、
「松
。
黄
県

・
棲
霞

・
寧
海

・
文
登
に
産
す
。
土
人
伐
り
て
薪
と
為
す
。
材
と
す
可

き
者

は
鮮
な
し
」
と
あ
り
、
用
材
と
し
て
使
え
る
ほ
ど
の
大
径
木
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

莱
陽
県
で
も
、
森
林
は
意
外
に
保
全
さ
れ
て
い
た
。
康
煕

『莱
陽
県
志
』
巻
三
、
食
貨
、
民
業
に
は
、

其

の
草
場
、
十
月
朔
に
至
れ
ば
、
則
ち
人
の
採
取
に
任
す
。
貧
者
之
を
以
て
粟
に
易
う
る
も
の
多
し
。

と
あ

る
よ
う
に
、
私
有
地
の
禿
げ
山
が
相
当
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
民
国

『
莱
陽
県
志
』
巻
二
之
六
、
実
業
、
林
業
に
は
、

ひ
ら

地
は
久
し
く
墾
く
を
経
た
れ
ば
、
荒
場
日
び
關
か
れ
、
復
た
天
然
の
森
林
の
斧
斤
に
供
す
可
き
無
し
。
其
れ
人
造
の
者
は
、
則
ち
北
部

う

っ
そ
つ

み

の
山
嶺
に
松
柞
多
し
。
四
時
葱
欝
た
り
。
要
め
て
柴
を
取
り
炭
を
製
し
蚕
を
飼
う
の
資
と
為
し
、
棟
梁

の
材
、
多
く
は
観
ざ
る
也
。

と
あ
り
、
開
墾
に
よ

っ
て
天
然
林
は
消
滅
し
て
い
る
も
の
の
、
人
工
林
で
は
柴
炭
採
取
や
野
蚕
の
た
め
マ
ツ
や
ク
ヌ
ギ
が
丁
寧
に
管
理
さ
れ

て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
人
工
林
は
そ
う
多
く
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
乾
隆

『棲
霞
県
志
』
巻

一
、
彊
輿
、
物
産
、
民

業
、
採
樵
に
は
、

邑
は
山
阜
多
し
。
秋
雨
足
れ
ば
則
ち
草
豊
か
な
り
。
苫
屋

・
炊
嚢
、
利
益
最
も
多
し
。
冬
春
の
間
、
農
人
之
を
篶
ぎ
て
生
計
と
為
す
。

然
る
に
各
お
の
主
者
有
り
。
十
月
朔
後
、
乃
ち
取
る
に
任
せ
禁
ず
る
無
し
。
昔
は
松
を
植
う
る
こ
と
多
し
。
之
を
松
嵐
と
謂
う
。
材
を

取
り
薪
を
析
く
。
他
邑
と
較
べ
頗
る
賎
し
。
今
は
則
ち
濯
濯
た
り
　
。

と
あ
り
、
康
煕

『
棲
霞
県
志
』
巻

一
、
彊
理
、
風
俗
、
採
樵
に
も
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
棲
霞
県
で
は
、
松
嵐
が

存
在

し
た
の
は
昔
の
こ
と
で
あ
り
、
清
初
に
は
採
草
に
し
か
利
用
で
き
な
い
禿
げ
山
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
山
草
は
招
遠
県

と
同
様
、
屋
根
葺
き
材
料
や
燃
料
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
た
が
、
採
取
が
困
難
と
な
る

一
〇
月
以
降
は
所
有
者
が
住
民
に
開
放
し
て
い
た
ら



し
い
。
棲
霞
県
に
限
ら
ず
、
登
州
府
で
は
禿
げ
山
の
採
草
地
に
も
公
有
と
私
有
の
別
が
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
道
光

『栄
成
県
志
』
巻
三
、

食
貨
、
物
産
に
は
、

牧
場

・
草
場
、
皆
嶢
埆
鍼
歯

の
土
な
り
。
在
昔
田
と
す
可
か
ら
ざ
る
者
、
村
荘

の
共
す
る
所
は
、
牧
場
と
日
い
、
業
戸
の
主
す
る
所
は
、

草
場
と
日
う
。
凡
そ
田
有
れ
ば
則
ち
糧
有
り
、
牛
有
り
。
…
…
秋
分
前
、
青
草
を
采
り
、
以
て
牛
を
飼
う
。
霜
降
後
、
黄
草
を
采
り
、

以
て
屋
を
葺
く
。
余
は
則
ち
炊
塁
に
之
を
資
し
、
有
無
焉
を
易
う
。

と
あ
り
、
私
有
の
採
草
地
に
は
銭
糧
が
賦
課
さ
れ
、
採
れ
た
草
は
牛
の
飼
料
、
屋
根
葺
き
材
料
、
炊
事
用
燃
料
な
ど

に
活
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
山
東
半
島
先
端
部
で
は
高
山
こ
そ
な
い
も
の
の
、
太
行
山
脈
と
較
べ
て
降
水
量

の
多

い
こ
と
が
幸
い
し
て
い
る
の
か

、
山

林
は
や
や
効
果
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
多
く
が
禿
げ
山
と
な

っ
て
い
る
状
況
は
基
本
的

に
同
じ
で
あ
り
、
明
末

清
初
頃
ま
で
人
工
的
に
管
理
さ
れ
て
い
た
私
有
林
の
植
生
も
、
地
味
の
乏
し
い
崖
や
海
岸
な
ど
、
他

の
樹
種
が
敬
遠
す
る
土
地
で
優
勢
な

マ

ツ
が
中
心
で
あ

っ
た
。

以
上
の
三
地
域
を
除
き
、
華
北
東
部
は
概
ね
見
渡
す
限
り
沖
積
平
野
が
広
が

っ
て
お
り
、
薪
炭
林
は
も
と
も
と
少
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
上
述
三
地
域
で
も
山
奥
ま
で
森
林
破
壊
が
進
行
し
、
柴
薪
や
木
炭
の
採
取
が
次
第
に
困
難
と
な
り

つ
つ
あ

っ
た
。
そ
の
結
果
、
清
代

に
は
多
く
の
山
が
禿
げ
山
と
な
り
、
も
は
や
草
し
か
生
え
て
い
な
い
状
態
と
な

っ
て
い
た
。
山
間
部
で
さ
え
薪
炭
資
源
が
枯
渇
し
て
い
る
の

で
あ

る
か
ら
、
沖
積
平
野
の
燃
料
不
足
は
よ
り

一
層
深
刻
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
。

森
林
破
壊
の
主
要
因
が
人
間
に
よ
る
過
剰
な
木
材
採
取
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
登
州
府

の
よ
う
な
湿
潤
地
域
で
は
、
日
本

の
よ
う
に
、
採
取
を
定
期
的
に
休
止
す
る
こ
と
で
森
林
を
持
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

森
林

の
再
生
が
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
伐
採
跡
地
を
段
々
畑
や
牧
草
地
と
し
て
二
次
利
用
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
登
州
府

と
同
様
、
降
雨
量
の
比
較
的
多
い
糞
東
地
方
で
、
日
本
人
の
手
に
よ
り
行
わ
れ
た
農
村
調
査
で
あ
る

『
翼
東
地
区
内

二
十
五
箇
村
農
村
実
態

調
査
報
告
書
』
(翼
東
地
区
農
村
実
態
調
査
班
、

一
九
三
六
年
)
が
こ
の
事
実
を
雄
弁
に
語

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
遵
化
県
盧
家
塞
で
は
、



本
部
落
の
山
地

(未
耕
地
)
は
凡
そ
七
〇
〇
畝
内
外
で
あ
る
と
言
は
れ
て
居
る
。
而
し
て
こ
の
地
積
は
殆
ん
ど
植
林
さ
れ
ず
自
然
の
ま

㌧
に
放
棄
さ
れ
、
僅
か
に
柴
草
の
採
取
地
、
牛
、
羊
の
放
牧
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
居
る
に
過
ぎ
な

い
。
山
地
に
は
私
有
地
無
く
す
べ

て
公
有
地
で
あ
る
が
、
所
有
耕
地
の
上
方
地
は
之
を
開
墾
し
或
は
植
林
す
る
も
差
支
な
い
と
い
ふ
部
落

の
不
文
律
に
よ

つ
て
、
年
と
と

も
に
開
墾
さ
れ
場
所
に
よ
つ
て
は
耕
地
が
山
腹
に
ま
で
及
ん
で
ゐ
る
。
然
る
に
山
地
は
傾
斜
甚
し
く
土
壊

[壌
]
概
ね
砂
礫
を
混
じ
、

乾
燥
甚
し
く
且

つ
瘡
薄
な
る
を
以
て
之
を
耕
地
と
す
る
も
作
物

の
生
産
力
に
乏
し
く
、
多
く
は
果
樹
が
栽
培
せ
ら
れ
之
が
間
作
と
し
て

僅
か
に
粟

の
類
が
栽
培
さ
れ
て
居
る
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

(中
略
)
本
部
落
は
雨
季
に
は
山
地
よ
り
流
下
し
来

る
水
に
よ

つ
て
良
田
を

洗
ひ
流
さ
れ
、
年

々
甚
し
き
被
害
を
蒙

つ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
植
林
に
よ

つ
て
之
等
の
被
害
は
根
絶
す
る
を
得
べ
く
、
或
は
気
候
を

和
げ
或
は
水
源
を
養
ひ
、
或
は
薪
材
を
得
る
等

々
森
林
に
よ
り
受
け
る
恩
恵
は
誠
に
少
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る

(上
巻
、
三
二
六
-
三

二
七
頁
)。

燃
料
は
す
べ
て
自
家
生
産

の
作
物
茎
桿
類
を
利
用
し
、
不
足
す
る
場
合
は
山
地
よ
り
草
を
掻
き
集
め
来
り
之
を
補

つ
て
居
る
。
燃
料
茎

桿
の
主
な
る
も
の
は
高
梁
桿
、
包
米
桿
、
大
豆
茎
桿
、
そ
の
他

一
切
の
根
株
等
で
あ
る
。
冬
季
は
富
農
に
於
て
は
木
炭
を
起
し
火
鉢

(土

器
)
を
入
れ
る
も
の
も
あ
る
。
石
炭
の
消
費
は
殆
ん
ど
な
い

(同
右
、
三
七

↓
頁
)。

と
い
う
状
況
が
展
開
し
て
い
た
。
同
村

の
山
は
日
本
の
里
山
の
よ
う
に
薪
炭
林
と
し
て
手
入
れ
す
れ
ば
森
林
が
再
生
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、

開
墾
や
家
畜
の
放
牧
に
よ
り
樹
木
の
生
育
が
阻
害
さ
れ
、
そ
れ
が
土
砂
の
流
出
を
惹
起
し
て
、
結
果
的
に
平
野
部

の
良

田
を
傷

つ
け
て
い
た
。

山
が
近
く
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
多
数
の
農
民
は
他
地
域
と
同
様
ワ
ラ
や
山
草
を
燃
料
と
し
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
過
剰
な
採
取
も
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
臨
楡
県
黒
汀
庄
で
は
、

村
内
に
於
て
は
川
岸
の
白
楊
林
、
墓
地
の
松
林
以
外
に
は
植
林
せ
る
を
見
ざ
る
も
下
層
農
民
及
労
働
者
階
級

の
各
期
の
作
業
は
落
葉
及

松
枝
採
り
が
生
計
を
維
持
す
る
唯

一
の
途
た
る
こ
と
を
聞
き
、
其
の
採
集
地
を
見
る
に
村
落
よ
り
約

一
〇
支
里
西
方
に
当
る
長
城
線
の

山
麓
地
帯
に
於
け
る
自
然
林
の
乱
伐

(重
に
枝
打
ち
)
が
其
に
し
て
、
山
海
関
に
於
け
る
燃
料
の
大
部
分
は
此

種
盗
伐
に
依
り
維
持
せ

ら
る
も
の
と
云
ふ
を
得
可
し

(秋
収
直
後
は
高
梁
桿
、
玉
蜀
黍
桿
等
の
燃
料
は
提
供
せ
ら
る
可
き
も
、
調
査
班

の
踏
査
せ
る
時
期
に
於



中
国

の
石
炭
資
源
は
概
ね
華
北
か
ら
東
北
に
偏
在
し
て
い
る
。
し
か
し
近
代
的
炭
鉱
の
操
業
が
開
始
さ
れ
る
の
は
光
緒
三
年

(
一
八
七
七
)

李
鴻
章
が
創
設
し
た
開
平

(開
藻
)
炭
鉱
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
後
撫
順
や
本
渓
湖
、
山
西
省
な
ど
で
も
炭
鉱
が
開
発
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
地

二

石

炭

流

通

と

そ

の

限

界

け
る
市
場
に
出
る
燃
料

の
大
部
分
は
松
枝
な
る
状
況
な
り
)
(下
巻
、
三
七
八
頁
)。

従
て
彼
等
は
物
資
の
必
要
迫
る
時
は
凡
ゆ
る
も
の
を
市
日
に
持
ち
行
き
其
の
代
金
に
て
用
を
辮
ず
。
副
産
物
た
る
高
梁
桿
は
勿
論
粟
桿
、

甘
藷
茎
、
木
の
根
、
高
梁

の
根
、
落
葉
、
乱
草
等
之
な
り

(同
右
、
三
八

一
頁
)。

と
あ
る
よ
う
に
、
農
民
は
作
物

の
ワ
ラ
や
盗
伐
し
た

マ
ツ
の
枝
な
ど
を
販
売
し
て
生
計
の
足
し
に
し
て
い
た
。
総
じ
て
華
北
の
山
は
、
①
日

本

の
入
会
地
の
よ
う
な
共
同
体
的
管
理
の
習
慣
が
な
か
っ
た
た
め
、
貧
農
層
に
よ
る
森
林
の
略
奪
的
採
取
を
防
止
で
き
な
か
っ
た
こ
と

(
共

同
体

の
不
在
)
、
②
農
民
が
目
先
の
利
益
に
走
る
た
め
、
薪
炭
林
と
し
て
の
自
給
的
利
用
よ
り
耕
地
や
牧
草
地
と
し
て
の
生
産
的
利
用
が
優

先
さ

れ
た
こ
と

(貨
幣
経
済
の
浸
透
)
の
二
要
因
に
よ
り
、
再
生
不
可
能
な
ま
で
に
破
壊
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

柴
薪
や
木
炭
の
代
替
燃
料
と
し
て
、

一
部
の
地
域
で
は
石
炭
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
し
か
し
石
炭

の
購
入
が
困
難
な
地
域
や
階

層
は
、
代
替
燃
料
と
し
て
山
草
や
ワ
ラ
を
利
用
し
た
。
ワ
ラ
は
時
と
し
て
屋
根
葺
き
な
ど
の
建
築
用
に
も
使
用
さ
れ

る
が
、
主
に
肥
料
や
飼

料
と

し
て
再
利
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
燃
料
に
回
す
と
そ
の
分
だ
け
堆
肥
が
不
足
し
、
耕
地

の
地
力
維
持
を
妨
げ
る
。
家
畜
の
頭

数
が
減
る
こ
と
も
や
は
り
肥
培
管
理
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
れ
で
も
な
お
農
民
が
ワ
ラ
を
燃
料
と
し
て
燃
や
す
の
は
、
近
く
の
山
で
柴
薪

が
採

取
で
き
ず
、
石
炭
や
木
炭
の
購
入
も
ま
ま
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ワ
ラ
の
中
で
は
高
梁
桿
と
呼
ば
れ
る
コ
ウ
リ

ャ
ン
の
ワ
ラ
が
最
も
利
用
さ
れ
た
。

そ
れ
で
は
、
石
炭
埋
蔵
量
の
豊
富
な
華
北
で
、
何
故
火
力
に
優
れ
た
石
炭

の
利
用
が
ほ
と
ん
ど
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
代
替
燃

料
と

し
て
の
ワ
ラ
の
利
用
に
つ
い
て
見
る
前
に
、
石
炭
と
い
う
商
品
の
特
殊
性
に

つ
い
て
検
討
し
よ
う
。



方
に
石
炭
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
清
時
代
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
が
、
消
費
地
か
ら
遠

い
た
め
、
せ
い
ぜ

い
地
元
住
民
の
消
費
を
充
た

す
程
度
し
か
採
掘
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
ま
た
本
渓
湖
は
奉
天
に
比
較
的
近
い
た
め
、
清
初
に
は
風
水
の
観
点
か
ら

石
炭
採
掘
が
禁
止
さ
れ

て
い
た
。

前
近
代
中
国
の
土
法
炭
鉱
は
、
基
本
的
に
大
消
費
地
の
郊
外
に
立
地
し
て
い
た
。
そ
の
代
表
例
が
京
師
西
郊
の
西
山
炭
鉱
群
で
あ
る
。
西

山
の
中
で
は
門
頭
溝
炭
鉱
が
最
も
有
名
で
あ
る
が
、
門
頭
溝
か
ら
北
京
ま
で
の
石
炭
輸
送
は
京
漢
鉄
路
の
開
通
後
も
駝
駝
に
頼

っ
て
い
た
。

李
振
東
著

・
加
藤
健
訳

『支
那
の
石
炭
』
(生
活
社
、

一
九
三
九
年
)
に
よ
る
と
、

駄
獣
に
よ
る
も

の
は
近
距
離
だ
け
で
あ
る
。
駄
獣
利
用
の
最
も
著
し
い
例
は
、
恐
ら
く
、
門
頭
溝
炭
磧
か
ら
北
京

へ
の
酪
駝
に
よ
る
輸

送
で
あ
ら
う
。
こ
の
距
離
は
約
二
〇
哩
で
あ
る
が
、
四
乃
至
五
千
頭
の
酪
駝
が

一
頭
の
能
力
は
約
四
〇
〇
斤

(約
五
三
ニ
ポ
ン
ド
)

で
あ
る
　

毎
年
冬
北
京

へ
二
、
三
〇
万
聴
を
運
搬
す
る
。
門
頭
溝
と
北
京
と
の
間
に
は
鉄
道
が
通
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
今
尚
駝

駝
輸
送
に
取

つ
て
代
る
に
は
至

つ
て
ゐ
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
現
象
の
主
な
る
理
由
は
、
山
元
と
北
京
市
場
と

の
距
離
が
短
か
い
こ
と

で
も
あ
る
が
、
尚
以
上
に
門
頭
溝
の
群
小
炭
磧
に
坑
口
か
ら
直
接
貨
車
積
み
す
る
設
備
が
な
い
こ
と
も
大
き
な

原
因
で
、
積
込
作
業
費

用
と
鉄
道
運
賃
と
が
一
緒
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
群
小

「土
法
」
炭
破
の
個

々
の
搬
出
量
が
少
量
で
あ
る
こ
と

》
相
侯

つ
て
、
酪
駝
の

使
用
が
経
済
的
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
(
一
二
六
1
一

二
九
頁
)
。

と
あ
り
、
土
法
炭
鉱
か
ら
近
隣

の
大
消
費
地

へ
は
牲
畜
に
よ

っ
て
石
炭
を
搬
出
し
て
い
た
。
輸
送
経
費
は
相
当
割
高
だ

っ
た
よ
う
で
あ
り
、

日
本
軍
占
領
期
の
研
究
に
よ
る
と
、
門
頭
溝
炭
鉱
か
ら
門
頭
溝
駅
ま
で
の
大
車
ま
た
は
酪
駝

の
運
賃
は
ト
ン
当
た
り

一
・
二
元
か
ら

↓
・
八

元
、
北
京
ま
で
は
五
元
か
ら
五

・
八
元
を
要
し
て
い
た
。
石
炭

の
山
元
価
格
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
時
期
に

「大
同

の
宝
恒
炭
坑
で
は
、
山

元
原
価

一
・
一
元
に
対
し
、

口
泉
ま
で
の
運
賃
に

一
・
一
元
を
要
し
た
」
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
輸
送
経
費
が
如
何
に
か
さ
ん
で
い
た
か
理
解

で
き
よ
う

。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
炭
鉱
は
、
近
代
以
前
は
言
う
に
及
ば
ず
、
二
〇
世
紀
中
葉
に
至

っ
て
も
割
高
な
輸
送
経
費
に
苦
し
ん

で
い
た
の
で
あ
り
、
従

っ
て
開
平
や
撫
順
な
ど
、
経
営
規
模
が
極
め
て
大
き
く
、
近
代
的
設
備
を
誇
り
、
な
お
か

つ
鉄
道
や
港
湾

の
便
に
比

較
的
恵
ま
れ
て
い
る
炭
鉱
で
な

い
限
り
、
大
都
市
近
郊
に
し
か
立
地
で
き
な
か

っ
た
。
大
都
市
で
も
石
炭
の
小
売
価
格
は
相
当
高
か
っ
た
も



の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
経
営
が
成
り
立

っ
た
の
は
、
柴
薪
や
山
草
な
ど
の
燃
料
が
確
保
で
き
な
か

っ
た
か
ら

で
あ
る
。

開
平
や
門
頭
溝
に
限
ら
ず
、
華
北
東
部
の
山
地
に
は
炭
鉱
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
民
国
期
に

つ
い
て
見
れ
ば
、
太
行
山
脈
東
麓
で
は
井
脛

炭
鉱
が
、
山
東
半
島
で
は
博
山
炭
鉱
が
そ
の
代
表
格
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
清
代
こ
れ
ら
の
地
域
の
石
炭
は
ど
の
程
度
流
通
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
太
行
山
脈
東
南
麓
の
事
例
を
通
し
て
検
討
し
よ
う
。

前
章
で
見
た
通
り
、
河
南
省
彰
徳
府
の
林
県
や
渉
県
は
比
較
的
近
場
に
産
炭
地
が
あ
り
、
高
価
で
あ
れ
石
炭
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
渉
県
の
買
付
先
は
不
明
で
あ
る
が
、
林
県
の
場
合
、
県
志
に
は
汲
県

・
山
西
省
方
面

・
安
陽
県

(乾
隆
志
)
お
よ
び
湯
陰
県

(民
国
志
)

と
記
さ
れ
て
い
た
。
彰
徳
府
治
安
陽
県
、
同
府
属
湯
陰
県
、
衛
輝
府
治
汲
県
は
林
県
の
東
方
か
ら
南
方
に
位
置
し
、
京
漢
鉄
路
の
沿
線
上
に

あ
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
産
炭
地
で
は
な
く
、
石
炭
の
集
散
地
で
あ

っ
た
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
乾
隆

『
汲
県
志
』
巻

六
、
風
土
、
食
貨
に
、

か
し

供
暴

の
具
に
四
有
り
。
一
に
草
と
日
う
。
凡
そ
高
梁
桿

・
脂
麻
桿

・
豆
楷

・
蕎
麦
稽
及
び
野
草

の
類
、
皆
饗
ぐ
可

し
。

一
に
木
と
日
う
。

多
く
は
山
中
自
り
採
る
。

一
に
煤
と
日
う
。
懐
慶
の
清
化
鎮
地
方
自
り
運
ぶ
者
、
近
邑
よ
り
勝
れ
り
。

一
に
炭

と
日
う
。
西
北
の
山
中

よ
り
出
す
。

と
あ
り
、
燃
料
事
情
の
悪
さ
や
各
種
作
物
ワ
ラ
の
炊
事
用
燃
料
と
し
て
の
利
用
状
況
は
林
県
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か

っ
た
が
、
石
炭
は
主
と

し
て
清
化
鎮
か
ら
の
移
入
に
依
存
し
て
い
た
。
懐
慶
府
清
化
鎮
と
は
、
『
支
那
経
済
全
書
』
第

一
〇
輯
、
鉱
山
の
項
に
、

清
化
鎮
ノ
石
炭
産
地

ハ
長
サ
ニ
十
清
里
幅
五
清
里

ニ
シ
テ
、
現
時
採
掘
中
ノ
石
炭
坑

ハ
殆
ン
ド
百
以
上

二
及
ビ
、
已

二
掘
リ
尽
ク
シ
又

ハ
廃
山
ト
ナ
リ
了
レ
ル
モ
ノ
数
百

二
及
ブ
ト
云
フ

(七

一
五
頁
)
。

天
津
附
近

二
於
テ

一
般

二
河
南
炭
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ハ
河
南
省
ノ
清
化
鎮

二
産
ス
ル
モ
ノ
ト
山
西
平
定
州
附
近

二
於
テ
採
掘
ス
ル
モ
ノ
ヲ

合
セ
テ
称
セ
ラ
ル
。
抑

モ
山
西
、
河
南
ノ
地
タ
ル
、
交
通
極
メ
テ
不
便

ニ
シ
テ
、
省
内

二
産
ス
ル
石
炭

ハ
他
省

二
運
出
セ
ラ
ル
、
コ
ト

極
メ
テ
稀
ナ
リ

(七

一
七
頁
)。

と
あ
る
よ
う
に
、
太
行
山
脈
南
麓
に
位
置
す
る
産
炭
地
で
あ
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
、
同
地
の
石
炭
は
稀
に
で
は
あ
れ
天
津
に
ま
で
移
出
さ
れ

る
こ
と
も
あ

っ
た

。
林
県
が
移
入
し
て
い
た
の
は
清
化
鎮
炭
で
あ
る
。
懐
慶
府
に
接
壌
す
る
太
行
山
脈
南
麓
は
、



大

[太
]
行
山
ノ

「
面
懐
慶
府
ノ
平
野

二
下
ル
殆
ン
ト

一
直
線

ニ
シ
テ
、
此
平
原

二
会
ス
処

々
二
小
丘
帯
状
ヲ
ナ
ス
ヲ
見
ル
。
是
等

ハ

大
行
山
豚

二
於
ケ
ル
石
炭
坑
中
最

モ
重
要
ナ
ル
位
置
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ

ニ
シ
テ
、
西

ハ
済
源
府

[県
]

ヨ
リ
東

ハ
修
武
県

二
至
ル
モ
ノ

ニ

シ
テ
、
其
間
百
五
十
清
里
ア
リ
。
此
等

ヨ
リ
産
ス
ル
石
炭

ハ
山
西
省
ノ
東
部

二
固
有
ナ
ル
石
炭
ノ
如
ク
、
完
全

ナ
ル
光
輝
ア
ル
無
煙
炭

ノ
良
質
ナ

ル
モ
ノ
ナ
リ

(同
右
、
七

一
五
頁
)。

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
河
南
省
有
数
の
良
質
無
煙
炭
の
産
地
で
あ
り
、
宮
崎
市
定
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
北
宋
時
代
か
ら
黄
河
下
流
に

石
炭
を
移
出
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
直
隷
南
部
で
は
、
順
徳
府
沙
河
県
、
広
平
府
磁
州
、
河
南
省
彰
徳
府
武
安
県
な
ど
で
採
掘
さ
れ
た
石
炭
が
濫
陽
河
経
由
で
冀
州

辺

り
ま

で
流
通
し
て
い
た
。
ま
ず
沙
河
県
に
つ
い
て
。
乾
隆

『
沙
河
県
志
』
巻
三
、
風
土
、
食
貨
に
よ
る
と
、

供
饗
の
具
、
率
ね
草
木
煤
炭
の
四
種
に
外
な
ら
ず
。
草
は
高
梁

・
脂
麻
の
稗
、
豆
麦
の
楷
及
び
野
草
の
類
な
り
。
木
は
多
く
山
中
自
り

採
る
。
煤
は
向
に
は
郡
郷

・
武
安

・
隣
邑
よ
り
資
す
。
近
日
山
中
、
亦
間
ま
炭
を
出
す
。
則
ち
西
山
に
多
く
焼

く
者
有
り
。

と
あ
り
、
炊
事
用
燃
料
と
し
て
草

・
柴
薪

・
石
炭

・
木
炭
を
用
い
て
い
た
。
草
は
農
家
で
採
れ
る
ワ
ラ
や
野
草
で
、
柴
薪
や
木
炭
は
県
内
の

山
中
よ
り
採
取
さ
れ
る
が
、
石
炭
は
以
前
は
郡
郷
や
武
安
な
ど
か
ら
移
入
し
て
い
た
。
県
志
編
纂
時
点
で
の
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
、
民
国

『
沙
河
県
志
』
巻
五
、
社
会
志
に
よ
る
と
、

清

一
代
、
本
県
の
煤
磧
を
開
採
す
る
こ
と
、
大
約
乾
隆
中
葉
後
に
在
り
。
…
…
同
治

・
光
緒

の
間
、
曾
て
有
る
人
土
法
を
用
い
て
煤
を

た
ち
ま

採
れ
ど
、

旋

ち
水
の
大
な
る
に
因
り
て
中
止
せ
り
。

と
あ
り

、
乾
隆
中
期
よ
り
同
県
で
も
石
炭
が
採
掘
さ
れ
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
但
し
湧
水
に
よ
り
し
ば
し
ば
生
産
が
中
断
し
た
ら
し
い
。

沙
河
で
使
用
さ
れ
る
石
炭
は
、
以
前
は
郁
郷
や
武
安
か
ら
移
入
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
武
安
は
後
述
す
る
よ
う
に
産
炭
地
で
あ
る
が
、
郁

郵
は
武
安
や
磁
州
で
採
掘
さ
れ
た
石
炭

の
集
散
地
で
あ
っ
た
。
民
国

『
郁
郡
県
志
』
巻
三
、
地
理
、
河
流
に
よ
る
と
、

域
内
の
河
流
、
濫
陽
河
を
以
て
最
巨
と
為
す
。
…
…
沿
河
の
礪
頭
、
張
荘
橋

・
柳
林
橋

・
蘇
曹
橋

・
凋
村
橋
等
鎮
の
如
き
は
、
煤
炭
も

て
生
理
転
運
せ
る
貨
桟
を
設
有
せ
り
。
磁
県
の
西
佐

・
峯
峯
の
炭
、
武
安
の
大
成

・
福
興
の
煤
、
濫
河
由
り
曲
周

・
鶏
沢

・
寧
晋

・
翼



県
等
処
に
運
錆
す
。
山
西
の
鉄
貨
、
渉
県
の
山
貨
も
、
均
し
く
濫
河
由
り
船
運
し
、
天
津
に
直
抵
せ
り
　
。

と
あ
り
、
同
県
で
は
磁
県
の
木
炭
、
武
安
の
石
炭
、
山
西
の
鉄
器
、
渉
県
の
山
貨
を
濫
陽
河
経
由
で
下
流
に
移
出
し
て
い
た
。
木
炭
と
石
炭

の
移
出
先
は
曲
周

・
鶏
沢

・
寧
晋

・
翼
県
で
あ

っ
た
。
民
国
期
の
武
安
炭
に

つ
い
て
は
、
同
書
、
巻
六
、
風
土
、
民
生
、
食
に
、

県
西
は
河
南
の
武
安
と
接
壌
す
。
該
県
は
煤
鉱
極
め
て
多
し
。
普
通
の
人
家
、
多
く
は
運
煤
に
借
り
て
生
活
の
補
助
と
為
す
。
亦
人
力

推
煤
を
以
て
営
業
と
為
す
者
有
り
。

と
あ
り
、
ま
た
民
国

『
武
安
県
志
』
巻
二
、
地
理
、
物
産
、
煤
の
項
に
も
、

本
境
に
て
燃
焼
す
る
を
除
く
の
外
、
大
宗
は
莫
魯

へ
運
錆
す
。

と
あ

る
よ
う
に
、
同
県
で
は
石
炭
の
生
産
が
盛
ん
で
、
郡
郷
を
経
由
し
て
直
隷

・
山
東
方
面

へ
移
出
し
て
い
た
。
但

し
、
同
書
、
巻

一
〇
、

実
業
、
鉱
業
の
項
に
は
、

民
国
紀
元
の
前
、
西
郷

一
帯
は
、
全
て
和
村
披
場
を
侍
み
て
供
給
を
為
せ
ど
、
煤
質
に
煙
有
り
、
味
有
り
、
耐
久
す
る
能
わ
ず
。

と
あ

り
、
炊
事
に
適
し
た
無
煙
炭
は
清
代
に
は
採
掘
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

清
代
、
石
炭
を
盛
ん
に
産
出
し
た
の
は
む
し
ろ
磁
州
の
方
で
あ
ろ
う
。
康
煕

『
磁
州
志
』
巻

一
〇
、
風
土
、
物
産

に
よ
る
と
、

煤
炭
。
州
の
西
山

一
帯
よ
り
出
し
、
穴
に
入
り
て
之
を
取
る
。
…
…
又
肥
瘡
を
分
か
つ
。
瘡
せ
た
る
者
は
以
て
焼
嚢
に
供
し
、
肥
え
た

る
者
は
或

い
は
煉
り
て
焦
炭
と
為
し
、
治

[冶
]
鋳

の
用
に
備
う
。

と
あ

り
、
同
州
で
は
清
初
よ
り
良
質
の
無
煙
炭
の
採
掘
が
可
能
で
あ

っ
た
。
低
カ
ロ
リ
ー

の
石
炭
は
そ
の
ま
ま
炊
事
用
と
し
て
販
売
し
、
高

カ

ロ
リ
ー
の
石
炭
は
乾
留
し
て
コ
ー
ク
ス
を
作
り
、
冶
金
工
業
に
使
用
し
て
い
た
。
ま
た
、
石
炭
を
利
用
し
て
窯
業
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、

州
志

は
続
け
て
、

あ
ら

磁
器
。
彰
城
鎮
よ
り
出
す
。
窯
を
置
き
て
甕
缶

・
盆
碗

・
櫨
瓶
諸
種
を
焼
造
す
。
黄
緑
翠
白
黒
の
各
色
有
り
。
然

る
に
質
厚
く
而
し
て
羅

し
。
只
璋
店

・
荘
農
に
供
す
可
き
の
み
。

と
述

べ
て
お
り
、
磁
器
の
品
質
は
高
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。



磁
州
や
武
安
で
採
掘
さ
れ
た
石
炭
は
郁
郷
に
集
荷
さ
れ
、
濫
陽
河
の
水
運
を
利
用
し
て
河
北
平
野
を
下
っ
て
行

っ
た
。
た
だ
、
そ
の
販
路

は
民
国
期
に
至

っ
て
も
冀
州

辺
り
ま
で
で
あ
り
、
大
消
費
地
で
あ
る
天
津
ま
で
運
ば
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
ら
し
い
。
民
国

『
郁
郷
県
志
』

巻

=
二
、
実
業
、
商
業
、
煤
炭
業
に
、

此
の
項
の
営
業
は
、
舟
運
を
利
用
す
。
向
に
は
濫
河
沿
岸
を
以
て
最
盛
と
為
し
た
る
も
、
近
数
年
来
、
営
業
凋
喪

し
、
遂
漸
歌
閉
せ
り
。

現
僅
か
に
存
す
る
こ
と
十
三
家
有
り
。
…
…
沿
河
十
余
県
に
下
運
し
、
武
強
の
小
範
鎮
に
至
り
て
止
と
為
す
。

と
あ

る
よ
う
に
、
石
炭

の
販
路
は
濫
陽
河
沿
い
の
十
余
県
に
限
ら
れ
、
武
強
県
小
範
鎮
が
そ
の
北
限
で
あ

っ
た
。
ま
た
濫
陽
河
沿
い
の
地
域

で
も

石
炭
の
利
用
は
さ
ほ
ど
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
糞
州
直
隷
州
新
河
県
に
つ
い
て
見
る
と
、
民
国

『新
河
県
志
』
第
四
編
、
風
土
、
近
世

風
尚
及
礼
俗
、
衣
食
住
、
住
に
、

室
中
坑
有
り
。
冬
薪
を
其
の
中
で
燃
や
す
。
人
匠
上
に
臥
し
、
以
て
暖
を
取
る
。
富
者
或

い
は
代
う
る
に
煤
を

以
て
匠
に
火
と
も
す
。

即
ち
炉
火
と
相
通
ず
る
の
匠
也
。
尤
も
暖
和
な
り
。
室
中
炉
を
昇
ら
す
者
、
百
戸
の
中
、

一
二
も
観
ざ
る
也
。

と
あ

る
よ
う
に
、
石
炭
燃
焼
時
に
発
す
る
高
熱
に
耐
え
る
坑

(匠
と
も
書
く
)
を
設
置
し
て
い
る
の
は

一
握
り
の
富
裕
層
に
限
ら
れ
、
圧
倒

的
大
部
分
の
民
家
で
は
柴
薪

(と
あ
る
が
実
際
に
は
ワ
ラ
の
方
が
多
か

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
)

の
坑
で
暖
を
取

っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
清
化
鎮
炭
も
武
安

・
磁
州
炭
も
さ
ほ
ど
遠
く

へ
移
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
品
質
が
特
に
優

れ
た
清
化
鎮
炭
は
稀
に

天
津

へ
移
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
武
安

・
磁
州
炭
は
水
運
の
便
に
恵
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冀
州
辺
り
で
止
ま

っ
て
い
た
。

平
野
部
で
代
替
燃
料
の
需
要
が
極
め
て
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
石
炭
流
通
が
鈍
い
の
は
、
門
頭
溝
で
見
た
通
り
、
他

の
諸
商
品
と
較
べ
て
輸

送
経
費
の
占
め
る
割
合
が
特
別
に
高
い
か
ら
で
あ
る
。

石
炭
そ
れ
自
体
の
移
出
が
不
利
で
あ
る
た
め
、
産
炭
地
で
は
石
炭
を
利
用
し
て
よ
り
付
加
価
値
の
高

い
商
品
を
生
産
し
て
い
た
。
磁
州
で

は
既

に
見
た
通
り
低
廉
な
燃
料
を
用
い
て
窯
業
が
発
達
し
て
い
た
。
正
定
府
井
脛
県
で
も
事
情
は
同
様
で
、
雍
正

『
井
脛
県
志
』
巻
三
、
物

産
、
貨
類
に
、

す
く

地

に

入

り

て
煤

を

掬

う
。

一
両

月

始

め

て

一
上

す

。

獲

鹿

へ
煤

炭

・
香

末

・
磁

器

を

発

売

す

。



と
あ
り
、
民
国

『
井
脛
県
志
料
』
第
六
編
、
実
業
、
工
商
合
業
、
甕
器
窯
に
、

境
内
の
南
横

口

・
濡
家
溝

・
天
護
等
村
、
甕
器
窯
を
経
営
す
る
者
、
共
に
十
八
家
を
計
る
。
…
…
煤
火
を
用

い
て
之
を
焼
き
、
即
ち
甕

器
を
成
す
。
出
品
粗
策
に
属
す
と
錐
も
、
特
に
原
料
を
採
辮
す
る
に
因
り
、
貨
品
を
錆
筈
す
る
こ
と
、
甚
だ
し
く
は
困
難
な
ら
ず
。
故

に
近
数
年
来
、
斯
業
を
営
む
者
、
逐
漸
増
多
す
。

と
あ

る
。
井
脛
県
の
磁
器
も
磁
州
産
と
同
じ
く
高
品
質
で
は
な
か
っ
た
が
、
燃
料
代
が
少
な
く
て
済
む
た
め
、
低
価

格
の
普
及
品
を
量
産
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
。
宮
嵜
は
窯
業
や
製
鉄
業

の
発
達
が
木
炭
需
要
を
逼
迫
さ
せ
、
代
替
燃
料
と
し
て
石
炭

の
利
用
を
促
し
た
と
捉
え

る
が
、
事
実
は
逆
で
、
産
炭
地
で
石
炭
が
だ
ぶ
つ
い
て
い
た
が
故
に
、
こ
れ
ら
燃
料
多
消
費
型
産
業
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

産
炭
地
と
純
消
費
地
の
炭
価
に
関
す
る
数
値
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
記
述
史
料
に
よ
る
と
雲
泥
の
差
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
民
国
期
に
至

っ
て
も
新
河
県
で
は
石
炭
暖
房
は
少
数
の
富
裕
層
に
の
み
可
能
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
産
炭

地
で
は
事
情
は
全
く
異

な

っ
て
い
た
。
民
国

『
井
脛
県
志
料
』
第
六
編
、
実
業
、
商
業
、
木
炭
販
に
、

本
邑
は
煤
価
極
め
て
廉
く
、
人
民
の
屋
内
の
暖
炉
は
、
皆
煤
炭
を
用
い
、
木
炭
を
用
い
ざ
る
に
因
り
、
需
む
る
所
の
者
は
、
僅
か
に
樵

点
舗

・
成
衣
局
の
小
部
分
而
已
。

と
あ

り
、
炭
価
が
非
常
に
安

い
た
め
、
石
炭
暖
房
は
県
内
の
ほ
ぼ
全
戸
に
普
及
し
て
い
た
。
ま
た
、
陳
西
省
同
州
府
澄
城
県
で
は
、
咸
豊

『
澄

城
県
志
』
巻
五
、
土
産
に
、

又
爆
炭
有
り
。
質
石
炭
よ
り
弱
け
れ
ど
、
而
る
に
嫉
無
く
、
亦
煙
無
し
。
俗
に
麦
楷
と
泥
を
用

い
て
林
面
に
塗
り
、
而
し
て
其
の
下
を

空
け
、
名
づ
け
て
坑
と
為
す
。
亦
名
づ
け
て
脩

[焙
]
と
為
す
。
糠
を
以
て
爆
炭
を
然

[燃
]
や
し
、
昼
夜
常

に
暖
め
、
数
月
滅
せ
ざ

る
可
し
。

と
あ
り
藝
、
坑
に
よ
る
石
炭
暖
房
が
普
及
し
て
い
た
が
、
冬
場
の
数
箇
月
間
は
常
時
石
炭
を
燃
や
し
続
け
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
贅
沢
な
石
炭
利
用
法
は
富
裕
層
に
限
ら
れ
た
現
象
で
は
な
く
、
産
炭
地
で
は
普
遍
的
に
見
ら
れ
た
。

二
〇
世
紀
前
期
の
調
査

資
料

で
あ
る

『
山
西
の
石
炭
』

(南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
東
亜
経
済
調
査
局
、

一
九
二
七
年
)
に
よ
る
と
、



由
来
山
西
省
に
於
け
る
石
炭
は
産
額
多
く
然
も
価
格
低
廉
な
る
が
た
め
、
住
民
間
の
消
費
に
も
何
等
節
約
の
実
を
加
ふ
る
を
見
な
い
。

北
部
及
び
中
部
の
住
民
の
如
き
は
夏
期
に
於
て
す
ら
坑

[坑
]
内
を
媛
め
、
冬
に
至

つ
て
は
昼
夜
共
に
室
内
を
狂
熱
し
て
其
温
度

の
如

き
常
に
華
氏
七
十
度
内
外
に
上
る
状
態
で
あ
る
。
斯
の
如
き
は
他
省
民
の
到
底
堪
え
得
ざ
る
所
で
あ
る
が
、
之
れ
恐
ら
く
習
慣
の
然
ら

し
め
る
結
果
で
あ
ら
う
。
斯
る
結
果
室
内
の
温
度
と
室
外
の
夫
れ
と
の
差
異
は
常
に
華
氏
五
六
十
度
を
示
し
、
特
に
衛
生
上
極
め
て
面

白
か
ら
ざ

る
結
果
を
招
致
す
る
を
免
か
れ
な
い
。
斯
の
如
く
山
西
省
民
日
常
の
燃
料
は
殆
ん
ど
凡
て
を
石
炭
に
仰
い
で
ゐ
る
が
、
其
使

用
方
法
に
は
二
種
が
あ
る
。
即
ち
炭
破
附
近
は
炭
価
低
廉
な
る
た
め
都
鄙
大
家
小
戸
を
問
は
ず
石
炭

の
み
を
使
用
し
、
特
に
北
部
住
民

は
多
量
を
消
費
し
毎
戸

一
日
冬
夏
を
平
均
し
て
三
十
斤
を
消
耗
す
る
。
遼
泌
沢
潴

一
帯
の
住
民
は
梢
々
之
よ
り
少
く

一
日
二
十
余
斤
を

用
ふ
る
。
斯
の
如
く
し
て
石
炭
を
使
用
す
る
も
の
は
、
全
省
民
の
四
五
割
を
占
め
て
ゐ
る

(五
五
頁
)。

と
あ
り
、
日
本
人
観
察
者
か
ら
見
る
と
不
可
解
と
し
か
思
え
な
い
ほ
ど
石
炭
を
浪
費
し
て
い
た
。
ま
た
、
華
北
交
通
株
式
会
社
資
業
局
編

『
北

支
農
村

の
実
態

山
西
省
晋
泉
県
黄
陵
村
実
態
調
査
報
告
書
』

(龍
文
書
局
、

一
九
四
四
年
)
に
も
、

林
木
は
か
く
し
て
建
築
用
と
し
て
は
さ
ま
で
重
要
性
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、更
に
燃
料
と
し
て
も
本
村
に
於
て
は
大
な
る
価
値
は
な
い
。

何
と
な
れ
ば
本
村
に
於
て
は
炊
事
用
と
し
て
も
媛
房
用
と
し
て
も
無
煙
炭
を
用
ひ
而
も
炊
事
場
に
於
て
は
年
中
火
を
絶
や
さ
ず
、
又
媛

房
用
と
し
て
も
冬
中
は
火
を
絶
や
さ
ぬ

の
で
大
半
の
農
家
は
燃
料
用
の
木
材
を
必
要
と
せ
ぬ
と
言
ふ
に
あ
る
の
で
あ
る

(九
九
頁
)。

と
あ
り
、
太
原
県

(日
本
占
領
時
代
は
晋
泉
県
と
呼
ば
れ
た
)
で
も
石
炭
は
通
年
燃
や
し
続
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
け
だ
し
石
炭
は
柴
薪

や
ワ
ラ
と
較
べ
て
点
火
や
火
力
調
節
が
容
易
で
な
い
た
め
、
絶
え
間
な
く
燃
や
し
続
け
る
方
が
便
利
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
坑
は
竈
と

連
結

し
て
い
る
た
め
、
夏
場
で
も
排
煙
を
床
下
に
通
す
構
造
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
燃
料
の
贅
沢
な
使
い
方
で
あ
る

こ
と
に
は
違

い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
清
代
は
言
う
に
及
ば
ず
民
国
期
に
至

っ
て
も
、
石
炭
は
産
炭
地
と
そ
の
近
隣
諸
県
な
ど
、
極
め

て
限
定
的
な
地
域
で
し

か
利

用
さ
れ
な
か

っ
た
。
そ
の
最
大

の
理
由
は
、
石
炭
が
輸
送
に
莫
大
な
費
用
を
要
す
る
嵩
高
商
品
だ
か
ら
で
あ

っ
た
。
産
炭
地
で
は
だ
ぶ

つ
く
石
炭
を
利
用
し
て
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
磁
器
を
焼
い
た
り
、
炊
事

・
暖
房
用
と
し
て
浪
費
し
た
り
す
る
以
外
に
手
が
な
か
っ
た
。
そ



二
〇
世
紀
前
期
の
華
北
東
部
で
は
、
産
炭
地
と
そ
の
周
辺
以
外
は
山
草
や
ワ
ラ
を
炊
事
用
燃
料
と
し
て
用
い
て
い
た
。

一
九
二
〇
年
代
前

半
期
に
中
国
農
村
を
精
力
的
に
実
態
調
査
し
た

ロ
ッ
シ
ン
グ

・
バ
ッ
ク
は
、
農
家
で
用
い
る
燃
料
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

北
支
で
消
費
さ
れ
る
燃
料

の
大
部
分
は
、
作
物
の
副
産
物
た
る
茎
や
藁
か
ら
な
り
た

つ
て
ゐ
る
の
に
、

こ
れ
に
比
較
し
て
、
中
東
支
那

で
は
丘
陵

・
墓
地

・
山
地
に
生
え
た
草
と
柴
を
乾
し
て
使
用
す
る
割
合
が
目
立

つ
て
ゐ
る
。
北
支
那
の
大
平
野
地
方
に
は
、
草
や
柴
を

生
や
す
や
う
な
丘
陵
地
は
さ
つ
ば
り
な
い
の
で
あ
る
。
た
　
、
直
隷
省
塩
山
県
の
や
う
な
地
方
に
は
、
耕
作
に
適
し
て
ゐ
な
い
ア
ル
カ

リ
性
の
土
地
も
し
く
は
沼
沢
地
に
は
、
多
量
に
さ
う
云
つ
た
燃
料
用
草
木
が
生
え
て
は
ゐ
る
が
、
山
岳
地
方
で
あ
る
山
西
省
武
郷
県
で

は
、
作
物
副
産
物
は

一
切
燃
料
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
三
六
%
の
世
帯
が

一
世
帯
当
り
二

・
九
四
弗

の
額
だ
け
燃
や
し
て
ゐ
る
少
量

の
薪
を
除
い
て
、
全
部
山
に
生
ず
る
草
と
柴
か
ら
な

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
…
…
燃
料
問
題
は
切
実
な
問
題
で
、
支
那
の
大
部
分
の
農

家
は

一
切
の
燃
料
の
使
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
骨
折

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
直
隷
省
塩
山
県
で
は
、
燃
料
が
非
常
に
高
価
で
、
茶
を
の

む
の
に
農
民
は
水
を
沸
か
さ
ず
に
、
冷
水
の
ま
　

で
飲
ん
で
ゐ
る

。

こ
の
時
代
、
既
に
近
代
的
炭
鉱
が
相
継
い
で
開
業
し
、
石
炭
を
増
産
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
大
都
市
や
鉄
道
沿
線

で
し
か
使
用
さ
れ
ず
、

産
炭

地
を
除
き
、
河
北
平
野
諸
県
の
農
民
は
ワ
ラ
を
主
た
る
燃
料
と
し
、
不
足
分
を
山
草
な
ど
で
補

っ
て
い
た
。
地
域
に
よ

っ
て
は
湯
沸
か

し
水
さ
え
満
足
に
飲
め
な
い
所
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

ま
た
、
日
中
戦
争
期
の
農
村
調
査
と
し
て
有
名
な

『
中
国
農
村
慣
行
調
査
』

(岩
波
書
店
、

一
九
五
五
-
五
八
年
)
に
も
、
同
じ
よ
う
な

事
情

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
、
第
三
巻
、
順
義
県
沙
井
村
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、

本
村
で
は
燃
料
は
何
を
使
う
か
　
稀
楷

(高
梁
)
、
玉
米
楷
、
炸
子

(高
梁
の
根
)

(七

一
頁
)

三

ワ

ラ

利

用

の

継

続

し
て
、
石
炭
を
入
手
で
き
な
い
大
部
分
の
地
域
で
は
、
作
物
の
ワ
ラ
を
燃
料
と
し
て
用
い
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。



燃
料
は
ど
う
し
て
い
る
か
11
大
部
分
は
自
分
の
畑
よ
り
取
れ
た
杭
楷

(高
梁
楷
)
を
使
う

(二
〇
二
頁
)

と
あ

り
、
同
書
、
第
三
巻
、
攣
城
県
寺
北
柴
村
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、

棉
の
茎
は
売
ら
ぬ
の
か
"
売
ら
ぬ
、
燃
料
と
す
る

(作
飯
焼
)

小
米
の
か
ら
、
高
梁

の
か
ら
は
"
き

っ
て
馬
に
く
わ
せ
る
、
余

っ
た
の
を
売
る
人
は
あ
る

普
通
の
農
民
の
燃
料
は
何
が
多
い
か
11
花
楷
、
高
粗
楷
、
こ
の
二
種

右
の
二
種
類
で
、
燃
料
は
足
り
る
の
か
h
足
り
な
い
、
三
箇
月
で
な
く
な
る
、
陰
暦
の
正
月
か
ら
は
煤
炭
を
た
く

辟
刀柴
は
使
わ
ぬ
か
11
樹
が
少
い
か
ら
使
わ
ぬ
、
値
段
が
高

い

(無
小
林
)
(三
二
六
頁
)

燃
料
は
ど
う
し
て
い
る
か
11
合
作
社
か
ら
煤
炭
を
買
う

煤
炭
は

一
年
に
ど
れ
位
要
る
か
"
合
作
社
か
ら
分
配
し
て
貰

っ
た
の
を
分
け
る
か
ら
い
く
ら
に
な
る
か
判
ら
ぬ

去
年
は
い
く
ら
位
使

っ
た
か
H
二
十
五
円
位

そ
れ
以
外
は
自
分
の
も
の
を
使
う
の
か
"
然
り
、
自
分
の
も
の
だ
け
で
は
足
り
ぬ
の
で
煤
炭
を
買
う

(三
三
二
頁
)

と
あ
り
、
同
書
、
第
五
巻
、
昌
黎
県
侯
家
営
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、

燃
料
は
買
わ
ず
に
す
む
か
H
穀
物
の
楷
で
は
足
り
ぬ
か
ら
拾
柴
火
に
行
く

ど
こ
へ
何
を
拾
い
に
行
く
か
11
豆
根

・
高
梁
根
と
か
、
冬
天
は
大
杷
で
野
の
草
を
拾
う

(二
五
四
頁
)

と
あ
る
。
北
京
近
郊
の
順
義
県
で
も
、
井
脛
炭
の
集
荷
地
で
あ
る
石
家
荘
に
近
い
攣
城
県
で
も
、
開
平
炭
鉱
に
近
い
昌
黎
県
で
も
、
農
村
の

燃
料

は
高
梁

・
棉
花

・
大
豆
な
ど
の
ワ
ラ
が
中
心
で
あ

っ
た
こ
と
が
解
る
。
た
だ
、
寺
北
柴
村
で
は
石
炭
の
購
入
も
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
れ
で
も
、
購
入
燃
料
で
あ
る
石
炭

の
使
用
は
可
能
な
限
り
控
え
ら
れ
た
。
同
書
、
第
四
巻
、
歴
城
県
冷
水
溝
荘

で
の
聞
き
取
り
に
よ
る

と
、

村

で
燃
料
は
ど
う
し
て
る
か
11
高
梁
桿
、
其
の
切
株
、
麦
藁
、
麦
の
切
株
、
豆
が
ら
な
ど

そ
れ
で
足
り
る
か
11
足
り
ぬ
時
は
東
の
方

へ
行

っ
て
石
炭
を
掘

っ
て
く
る
、
八
十
里
位
離
れ
た
三
畝
地
と

い
う
石
炭

の
出
る
と
こ
ろ
、



又
山
老
婆
崖
、
今
は
匪
賊
が
出
る
の
で
行
か
れ
ぬ

(章
郎
県
)。
そ
れ
は
金
を
出
し
て
買

っ
て
く
る

今
は
ど
う
し
て
る
か
11
其
処
で
沢
山
掘

っ
て
各
村

へ
売
り
に
来
る
人
が
あ
る

其
の
石
炭
は
済
南
で
買
う
よ
り
安
い
の
か
11
安
い

で
は
済
南

か
ら
は
買
わ
ぬ
の
か
11
然
り

冬
寒
い
時
は
何
で
暖
に
す
る
の
か
11
没
法
子
、
辛
抱
す
る
。
坑
は
な
い

(二
三
四
頁
)

と
あ
り
、
同
村
で
は
省
都
済
南
市
に
近
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
郊

の
土
法
炭
鉱
で
採
掘
さ
れ
、
振
り
売
り
さ
れ
る

石
炭
や
、
農
民
個
人
が

採
取
し
た
石
炭
を
用
い
て
い
る
。
集
荷
地
の
済
南
よ
り
購
入
し
な

い
の
は
、
市
場
炭
が
高
価
だ
か
ら
で
あ
る
。

既
に
見
た
通
り
、
こ
の
よ
う
な
ワ
ラ
の
利
用
は
華
北
で
は
清
代
以
前
か
ら
普
遍
的
に
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
開
墾
が
進
み
つ
つ
あ

っ

た
清

末
の
東
三
省
で
も
ワ
ラ
は
貴
重
な
燃
料
と
な

っ
て
い
た
。
東
三
省
は
華
北
よ
り
更
に
気
温
が
低

い
た
め
、
燃
料

の
確
保
は
よ
り

一
層
切

実
な
課
題
で
あ

っ
た
が
、
平
野
部
の
森
林
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
い
た
の
で
、
代
用
燃
料
と
し
て
ワ
ラ
が
用

い
ら
れ
た
。
『
北
満
洲
経
済
調

査
資

料
』
(南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
庶
務
部
調
査
課
、

一
九

一
〇
年
)
に
よ
る
と
、

高
梁

[梁
]

ハ
満
洲
住
民

二
在
リ
テ

ハ
甚
タ
重
要
ナ
ル
穀
物
ナ
リ
。
住
民
ノ
常
食
ト
ナ
リ
、
馬
匹
ノ
飼
料
ト
ナ
リ
、
焼
酎
ノ
原
料
ト
ナ

リ
、
其
茎
桿

ハ
燃
料
ト
ナ
リ
、
建
築
材
料
ト
ナ
リ
、
薦
子
ト
ナ
リ
、
用
途
最
モ
広
シ
。
…
…
且
燃
料

・
建
築
材
料
ト
シ
テ
欠
ク

ヘ
カ
ラ

サ
ル
ヲ
以
テ
、
北
方

ニ
テ
ハ
自
家
馬
匹
ノ
用
量
ヲ
標
準
ト
シ
テ
栽
培
セ
リ
。

粟

ハ
南
満
地
方

二
在
リ
テ
ハ
高
梁

二
次
キ
地
方
的
需
用
穀
物
ト
シ
テ
重
要
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
粒
穀

ハ
屡
々
食
用

二
供
セ
ラ
ル
。
・

…
其
桿

ハ
之
ヲ
穀
草

(略
シ
テ
谷
草
ト
モ
記
ス
)
ト
称
シ
、
最

モ
牲
畜
ノ
飼
料

二
適
シ
、
他
物
ヲ
以
テ
代
用
ス
ル
コ
ト
能

ハ
ス
。
南
満

洲

二
在
リ
テ

ハ
寧

ロ
穀
草
ヲ
得

ン
カ
為
メ

ニ
粟
ヲ
栽
培
ス
ト
云
フ
モ
過
言

二
非
ラ
ス
。
北
満
洲

二
在
リ
テ

ハ
高
梁

ハ
既

二
食
用
ト
ス
ル

ニ
足
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
勢
ヒ
粟

二
依
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

(八
頁
)。

平
地

一
駒
地
ノ
高
梁

ヨ
リ
高
梁
桿

(租
楷
)
八
百
束
乃
至

一
千
束
ヲ
得

(二
十
本
足
ラ
ス
ヲ
以
テ

一
束
ト
シ
斤
量
五
斤
内
外
ト
ス
)
、

南
満
地
方

二
比
シ
収
穫
少
ナ
シ

(南
満
千
二
三
百
束
)。
此
等

ハ
大
部
分
売
却
シ
、
自
家
ノ
燃
料
ト
シ
テ

ハ
豆
楷
及
麦
楷
等
ヲ
用

フ

(
一



五
頁
)
。

な
ど
と
あ
り
、
東
北
地
方
で
は
高
梁
や
粟
は
食
料
や
酒
造
原
料
と
し
て
の
み
な
ら
ず
飼
料
や
燃
料
と
し
て
も
栽
培
さ

れ
て
い
た
。
特
に
高
梁

桿
は
大
部
分
が
販
売
に
回
さ
れ
、
自
家
用
に
は
大
豆
や
麦
の
ワ
ラ
が
使
わ
れ
て
い
た
。
高
梁
桿
の
購
入
者
は
、
『
販
売
並
に
購
入
事
情
編
ー

ー
康
徳
元
年
度
農
村
実
態
調
査
報
告
書
』

(実
業
部
臨
時
産
業
調
査
局
、

↓
九
三
七
年
)
に
、

以
上

の
様
に
茎
桿
類
は
、
ど
の
層

の
農
家
で
も
多
く
自
給
に
よ

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
稀
に
は
少
量
之
を
購

入
し
て
ゐ
る
場
合
も
見

受
ら
れ
る
。
然
し
全
体
と
し
て
は
寧
ろ
之
を
中
心
都
市
に
搬
出
し
て
売
却
し
て
ゐ
る
方
が
多
く
屯
に
よ

つ
て
は
1

即
ち
附
近
に
採
草

地
等
が
あ

つ
て
特
に
燃
料
が
豊
富
で
あ
る
と
か
、
或
は
都
市
に
近
く
搬
出
に
便
利
で
あ
る
と
か
言
ふ
様
な
条
件

に
あ
る
屯
で
は

又

農
家
に
よ

つ
て
は

(余
分
の
茎
桿
類
を
持

つ
て
ゐ
る
様
な
農
家
は
多
く
の
場
合
富
裕
な
農
家
で
あ
る
)、
之
が
相
当
大
き
な
現
銀
収
入

の
源
泉
と
な

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

(五
五
-
五
六
頁
)。

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
半
は
都
市
住
民
か
富
農
層
で
あ

っ
た
。

高
梁
桿
を
愛
用
す
る
東
三
省
住
民
に
石
炭
を
売
り
込
も
う
と
し
た
の
が
満
鉄
で
あ
る
。
日
露
戦
争
の
勝
利
に
よ
り
、
日
本
は
清
朝
政
府
の

反
対

を
押
し
切

っ
て
、
撫
順
や
本
渓
湖
の
石
炭
採
掘
権
を
手
に
入
れ
た
。
撫
順

(満
鉄
経
営
)
や
本
渓
湖

(大
倉
組
経
営
)
は
開
平
と
並
ぶ

近
代
的
炭
鉱
と
し
て
発
展
す
る
が
、
当
初
満
鉄
は
撫
順
炭
の
販
路
確
保
に
苦
し
ん
だ
。
満
鉄
が

一
九
〇
九
年
に
刊
行

し
た

『撫
順
炭
坑
』
と

い
う
資
料
に
よ
る
と
、

薙

一二

縷

ノ
望
ヲ
属
ス
ヘ
キ
ハ
、
豆
類
ノ
販
路
近
年
益
拡
張
セ
ラ
レ
、
農
民
争

フ
テ
之
ヲ
耕
作
ス
ル
ニ
至
ル
ト
キ

ハ
、
従
来
此
方
面
ノ

唯

一
ノ
燃
料
タ
ル
高
梁
桿
ノ
地
位

ハ
石
炭
ヲ
以
テ
之

二
代
フ
ル
ニ
至
ル
コ
ト
是
ナ
リ
。
蓋
シ
此
ノ
現
象

ハ
目
下
僅

二
兆
候
ヲ
認
メ
タ
ル

ニ
止

マ
リ
、
未
タ
俄

二
之
ヲ
断
言
ス
ル
ノ
域

二
達
セ
ス
ト
錐
モ
、
若
シ
幸

二
事
実
ト
ナ
リ
テ
現

ハ
ル
＼
ト
キ
ハ
、
石
炭
ノ
需
要

ハ
非
常

二
増
加

ス
ヘ
ク
、
撫
順
炭

ハ
敢
テ
販
路
ヲ
遠
ク
海
外

二
求
ム
ル
ノ
必
要
ナ
キ

ニ
至
ル
ヤ
モ
知
ル
可
ラ
ズ

(二
四
〇
頁
)。

と
あ

り
、
操
業
開
始
直
後
の
同
炭
鉱
は
農
民
に
販
路
を
開
く
こ
と
を
希
求
し
て
い
た
。

一
九
〇
七
年
秋
に
大
連
で
創
刊
さ
れ
た

『
満
洲
日
日

新
聞
』
も
、
発
行
直
後
よ
り
、
高
梁
桿
よ
り
火
力
の
強
い
撫
順
炭
の
利
用
促
進
を
図
る
べ
く
、
満
鉄
が
住
民
の
竈
や
坑

の
改
造
法
に

つ
い
て



お

わ

り

に

中
国
で
は
古
く
か
ら
石
炭

の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
利
用
は
極
め
て
限
定
的
で
あ

っ
た
。
宮
崎
市
定
の
言
う
宋
代

の

「燃
料
革

命
」
は
首
都
開
封
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
宮
嵜
洋

一
の
言
う

「代
替
燃
料
」
と
し
て
の
石
炭
利
用
も
や

は
り
産
炭
地
と
大
消
費

地
周
辺
に
限
定
さ
れ
、
土
法
採
掘

の
非
効
率
性
と
輸
送
手
段
の
未
整
備
に
よ
り
、
石
炭
が
広
範
に
流
通
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
、

華
北
東
部
で
は
既
に
大
部
分

の
森
林
が
破
壊
さ
れ
、
木
炭
の
焼
成
や
柴
薪
の
採
取
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な

っ
て
い
た
が
、
二
〇
世
紀
前
半

ま
で
農
民
は
高
価
な
石
炭
を
買
お
う
と
せ
ず
、
農
業
副
産
物
で
あ
る
ワ
ラ
を
代
替
燃
料
と
し
て
使
い
続
け
た
。
以
上
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。

有
史
以
来
、
人
類
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
草
木
か
ら
石
炭

へ
、
更
に
石
油

・
天
然
ガ
ス

・
原
子
力
な
ど

へ
と
転
換
し

て
き
た
。
し
か
し
燃
料

革
命

は
製
造
技
術
革
命
と
は
異
な
り
、
資
源
の
分
布
や
気
候
条
件
な
ど
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
北
欧

で
は
今
日
で
も
木
材
を

燃
料

と
し
て
多
用
し
て
い
る
が
、

一
方
で
森
林
の
再
生
も
計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
環
境
破
壊
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
柴
薪
は
む
し

ろ
バ
イ
オ

マ
ス
燃
料
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

中
欧
や
中
国
で
は
、
今
日
で
も
石
炭
暖
房
が
主
流
で
あ
る
。
石
炭
の
ボ
イ
ラ
ー
は
大
量
の
亜
硫
酸
ガ

ス
を
排
出
し
、
大
気
汚
染
の
原
因
と

研
究

し
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返
し
報
道
し
て
い
る

。
し
か
し
前
章
で
見
た
通
り
、
鉄
道
沿
線
で
も
石
炭

の
購
入
者
は
限
ら
れ
て
い
た
。
消

費
地
ま
で
の
輸
送
費
が
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
、
価
格
面
で
高
梁
桿
に
対
抗
で
き
な
か

っ
た
こ
と
、
た
と
え
価
格
が
比
較
的
低
廉
で
あ

っ
た
と

し
て
も
、
農
民
や
農
業
出
稼
ぎ
者
は
貨
幣
支
出
を
極
力
回
避
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
か

っ
た
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。結

果
的
に
、
近
代
的
炭
鉱
の
創
業
や
鉄
道
開
通
の
後
も
、
華
北
東
部
や
東
三
省
を
含
め
、
中
国
の
農
村
部
で
は
石
炭

の
個
人
消
費
は
ほ
と

ん
ど
伸
び
な
か

っ
た
。
石
炭
の
購
買
者
は
ワ
ラ
が
自
給
で
き
な
い
大
都
市
の
住
民
や
農
村
部
の
富
裕
層
に
限
ら
れ
て

い
た
。

一
般
農
民
層
は

取
扱

い
が
容
易
で
自
家
生
産
が
可
能
な
ワ
ラ
を
使
い
続
け
た
の
で
あ
る
。



(
1
)

張
隆
義

は
沈
括

『
夢
渓
筆
談

』
巻

二
四
、
雑

誌

一
所
収

の

「
…
…
不
若
松
木
有
時

而
端
。
今
斉
魯

間
。
松
林

尽
　
。
漸

至
太
行

・
京
西

・
江
南
。
松

山
大

半
皆
童
　
」
と

い
う
記
述
を
引

い
て
、
神
宗
時
代

に
斉
魯

一
帯
で
は
松
林
が

ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
て
い
た
と
述

べ
る
。

し
か
し

マ
ツ
は
本
来
地
味

の
乏

し

い
荒
地

に
植
生

す
る
木

で
あ

る
。

従

っ
て
古
代
中

原
に
松
林
が
存
在

し
た

こ
と
は
、
土
地
が
相
当
痩

せ
て

い
た

こ
と
を
意
味
す

る
。

張

「宋
代

に
お
け

る
木
材

の
消
費
と
生
産
1
1
江
南

と
華
北

の
場
合
1

」
『
待
兼

山
論
叢
』
九
号
、

一
九
七

五
年
、

三
二
頁
。

註
な
る
が
、
石
油
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
熱
を
取
り
出
す
だ
け
の
低

レ
ベ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
は
、
国
内
で
多
量
に
産
出
さ
れ

る
石
炭
を
使

っ
た
方
が
経
済
的
な
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
暖
房
用
燃
料
と
し
て
灯
油
が
広
範
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使

っ
て
い
る
国
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
何
故

な
ら
、
灯
油
は
ジ

ェ
ッ
ト
燃
料
と
成
分
が
酷
似
し
て
お
り
、
原
油
か
ら
抽
出
で
き
る
の
は
ご
く
僅
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
外
国
人
の
眼
に
は
、

そ
の
よ
う
な
貴
重
な
燃
料
を
敢
え
て
暖
房
に
用
い
る
こ
と
は
資
源
の
浪
費
で
あ
る
と
映
る
。
し
か
し
暖
流
の
影
響
を
受
け
る
日
本
で
は
、
冬

場
で
も
比
較
的
温
暖
で
あ
り
、
集
合
住
宅
に
セ
ン
ト
ラ
ル

・
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
設
置
す
る
方
が
不
経
済
で
あ
る
。
そ

こ
で
日
本
政
府
は
、
税

制
に
よ
る
優
遇
措
置
を
加
味
し
な
が
ら
、
着
火
や
消
火
が
容
易
で
消
費
量
が
少
な
い
灯
油
を
家
庭
用
暖
房
と
し
て
使
わ

せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く

の
如
く
、
燃
料
革
命
は
産
業
部
門
や
輸
送
部
門
で
は
同

一
系
統
で
同
時
並
行
的
に
進
行
す
る
が
、
暖
房
や
炊
事

の
部
門
は
、
動
力
源

で
は
な
く
熱
源
と
し
て
の
低
レ
ベ
ル
の
使
用
に
限
定
さ
れ
る
の
で
、
気
候
条
件
や
国

・
地
域

・
家
計
の
事
情
に
応
じ
て
多
種
多
様
な
燃
料
が

選
択
さ
れ
る
。
あ
る
条
件
の
下
で
は
、
ワ
ラ
を
燃
料
と
し
て
使
い
続
け
る
こ
と
も
十
分
に
合
理
的
な
選
択
な
の
で
あ

り
、
華
北
東
部
が
燃
料

の
近
代
化
に
乗
り
遅
れ
て
い
た
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
燃
料
の
産
出
は
棉
業
や
製
糸
業
の
よ
う
な
商
品
生
産
と
は
大
き
く
異
な

り
、
自
家
消
費
や
地
域
内
消
費
の
割
合
が
極
め
て
高
い
。
従

っ
て
、
家
庭
用
燃
料
問
題
を
論
じ
る
際
に
は
、
上
流
の
産

出
段
階
だ
け
で
な
く
、

中
流

の
流
通
段
階
や
下
流
の
消
費
段
階
か
ら
も
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。



(
2
)

宮

崎
市
定

「宋

代

に
お
け
る

石
炭

と
鉄
」
『
東
方

学
』

一
三
輯
、

一
九

五
七
年

(『
宮

崎
市
定
全

集
』
第
九
巻

、
岩
波
書

店
、

一
九

九
二
年
所
収
)
。

(
3
)

宮
嵜
洋

一

「清

朝
前

期

の
石
炭
業

乾
隆
期

の
炭

鉱
政
策
と
経
営
-
1
」
『
史
学

雑
誌
』

一
〇
〇
編
七
号
、

一
九

九

一
年
。

(
4
)

衛
輝
府
昨
城

県
で
も
、
順
治

『
昨
城
県
志
』
巻

二
、
邑
治
、
物
産

に
、

「按
。

昨
之
林
植
。
伐
折
殆
尽
　
」
と
あ

り
、
清

初
よ
り
森
林
が
消
滅

し
て
い

た
。
同

県
は
延
津
と
汲

県

の
ほ
ぼ

中
間

に
位
置

し
、
清
初
ま

で
存
在

し
て

い
た
。
ま
た
直
隷
省

保
定
府
唐
県

で
も
、

光
緒

『唐

県
志
』
巻

二
、

輿
地
、

物
産

に
、

「至
於

木
炭
。
皆
取

給
於
山
林
。

山
民
焦
額
爆
背
。

堕
指
裂
膚
。

用
三

日
之
力

。
僅
得
炭
数

斤
。
第
山

之
生

材
有
限
。

而
民
之
採
取
無
窮

。

山
麓
既

尽
。

取
之
危
崖
。
危
崖
既

尽
。
取

之
虎
穴
　
。
憶
亦
難
哉
」
と
あ

り
、

や
は
り
限
界
ま

で
森
林
を
破
壊

し
て

い
る
。

(
5
)

祁
守
華

・
鍾
暁
鍾
編

『
中
国
地
方
志
煤

炭
史
料
選
輯
』
煤
炭

工
業

出
版

社
、

一
九
九
〇
年
、
六
三
頁
。

(
6
)

前

註

(3
)
宮
嵜
、
三
八
頁
。

光
山
も
商
城
も
河
南
省
光
州
直
隷
州

に
属
す
。
な
お
乾
隆

『
光
山
県
志
』
巻

一
三
、
風
俗
に
、

「農

民
力
作
。

地
半
膜

曉
。
南

境
多

山
。

田
縁
厳
被
朧
。
斜

珍
側
町
。
幾
於
無
土
不
開
」

と
あ

る
よ
う
に
、
森
林
伐
採
後

の
南
境

の
山
は
段

々
畑
と
化

し
て
い
た
。

(7
)

W

・
ウ
イ

ル

マ
ン
ス
著

・
勝

谷
在

登
訳

『
支
那
農
業
機
構
論
』
慶

応
書
房
、

一
九
四
〇
年
、

一
六

一
頁
。

(8
)

山
東
半
島
先

端
部
と

天
津

周
辺
は
乾
燥
度

一
・
○
未
満

の
湿
潤
地
域

で
あ

る
が
、
華
北

の
大
部

分
は
半
湿
潤

か
ら

半
乾
燥

の
地
域

に
属
す
る
。
任
美

鍔
編
著
、
阿
部
治
平

・
駒

井
正

一
訳

『
中
国

の
自
然
地

理
』

東
京

大
学

出
版
会
、

一
九

八
六
年
、

六
三
ー

六
四
頁
。

(9
)

菊

田
太
郎

「支

那
の
石
炭

鉱
業
経
営
に

つ
い
て
」
『
東

亜
経

済
論
叢
』
二
巻
四
号
、

一
九

四
二
年
、

一
一
頁
。

(
10
)

恐
ら

く
漕
糧
と
同
様
、

汲
県
か
ら
衛

河
伝

い
に
水
運

し
て

い
た

の
で
あ

ろ
う
。
中
継
地

の

一
つ
で
あ
る
大
名

県
で
は
、
同
県

の
運
煤

小
船
百

二
、
三

十
隻

の
他
、
河
南

省

の
大
煤
船
や

天
津
な
ど

の
糧
船

・
雑
貨
船
が
百
隻
近

く
往

来
し
て

い
た
。
民

国

『
大
名
県
志
』
巻

一
〇
、
農

工
商
、
商
業

、
船
務
。

(
11
)

前
註

(
5
)
、

七
〇
頁
。

(
12
)

同
右
、

四
九

一
頁
。

(
13
)
J
o
h
n
 
L
o
s
s
i
n
g
 
B
u
c
k
,
 
C
h
i
n
e
s
e
 
f
a
r
m
 
e
c
o
n
o
m
y
 
:
 
a
 
s
t
u
d
y
 
o
f
 
2
8
6
6
 
f
a
r
m
s
 
i
n
 
s
e
v
e
n
t
e
e
n
 
l
o
c
a
l
i
t
i
e
s
 
a
n
d
 
s
e
v
e
n
 
p
r
o
v
i
n
c
e
s
 
i
n
 
C
h
i
n
a
,
t
h
e

U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
o
f
 
N
a
n
k
i
n
g
 
a
n
d
 
t
h
e
 
C
h
i
n
a
 
C
o
u
n
c
i
l
 
o
f
 
t
h
e
 
I
n
s
t
i
t
u
t
e
 
o
f
 
P
a
c
i
f
i
c
 
R
e
l
a
t
i
o
n
s
,
1
9
3
0
.

引

用
文
は

『
支
那
農
家
経
済
研
究
』

下
巻
、

東
亜
経
済

調
査

局
、

一
九
三
六
年
、

五
八
〇
-

五
八
三
頁
に
よ

る
。



(
14
)

明
治

四

一
年

(
一
九
〇
八
)

一
月

一
二
日
付

「撫
順
炭
と
火
床

構
造
」
を
鳴
矢
と

し
て
、
第

一
次

世
界
大
戦

の
直
前
ま

で
頻

出
す

る
。


